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平成25年 ３月

序

　茨城県では，つくば市を日本における科学技術の研究開発の中核都

市として，さらには国際交流の拠点としてふさわしい街にすることを

目指して整備を進めております。

　その街づくりの一環として，独立行政法人都市再生機構首都圏ニュ

ータウン本部茨城地域事業本部は，つくば市萱丸地区において「つく

ばエクスプレス」の沿線開発を進めており，沿線地区の土地区画整理

事業を計画的に推進しています。しかしながら，この事業予定地内に

は埋蔵文化財包蔵地である古館明神脇遺跡が所在し，記録保存の措置

を講ずる必要があるため，当財団が独立行政法人都市再生機構首都圏

ニュータウン本部茨城地域事業本部から埋蔵文化財発掘調査の委託を

受け，平成 21 年４月から８月までの５か月間にわたりこれを実施し

ました。

　本書は，古館明神脇遺跡の調査成果を収録したものです。学術的な

研究資料としてはもとより，郷土の歴史に対する理解を深め，教育・

文化の向上の一助として御活用いただければ幸いです。

　最後になりますが，発掘調査から報告書の刊行に至るまで，委託者

であります独立行政法人都市再生機構首都圏ニュータウン本部茨城地

域事業本部から多大な御協力を賜りましたことに対し，厚く御礼申し

上げますとともに，茨城県教育委員会，つくば市教育委員会をはじめ，

関係各位からいただいた御指導，御協力に対し，深く感謝申し上げます。

公益財団法人茨城県教育財団

理 事 長 鈴 木 欣 一



例 言

１ 　本書は，独立行政法人都市再生機構茨城地域支社（現 独立行政法人都市再生機構首都圏ニュータウン本

部茨城地域事業本部）の委託により，財団法人茨城県教育財団（現 公益財団法人茨城県教育財団）が平成

21 年度に発掘調査を実施した，茨城県つくば市大字古館字神足脇 145 －２番地ほかに所在する古
ふる

館
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明
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神
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遺跡の発掘調査報告書である。

２　発掘調査期間及び整理期間は以下のとおりである。

調査　平成 21 年 4 月１日～ 8 月 31 日

整理　平成 24 年 4 月１日～ 6 月 30 日

３　発掘調査は，調査課長池田晃一のもと，以下の者が担当した。

　　　首席調査員兼班長　　　白田正子　　平成 21 年 4 月１日～ 8 月 31 日

　　　主 任 調 査 員　　　小林和彦　　平成 21 年 4 月１日～ 8 月 31 日

　　　主 任 調 査 員　　　齋藤和浩　　平成 21 年 4 月１日～ 4 月 30 日

　　　主 任 調 査 員　　　中島　理　　平成 21 年 4 月１日～ 8 月 31 日

　　　調 査 員　　　前島直人　　平成 21 年 4 月１日～ 4 月 30 日

４　整理及び本書の執筆・編集は，整理課長原信田正夫のもと，首席調査員綿引英樹が担当した。



凡 例

１　当遺跡の地区設定は , 日本平面直角座標第Ⅸ系座標に準拠し，Ｘ＝＋ 1,440 ｍ , Ｙ＝＋ 21,440 ｍの交点を

基準点（Ａ１a1）とした。なお，この原点は，世界測地系による基準点である。

この基準点を基に遺跡範囲内を東西・南北各々 40 ｍ四方の大調査区に分割し，さらに，この大調査区を

東西・南北に各々 10 等分し，４ｍ四方の小調査区を設定した。

　大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，北から南へＡ，Ｂ，Ｃ…，西から東へ１,２,３…とし，

「Ａ１区」のように呼称した。さらに小調査区は，北から南へ a，b，c…j，西から東へ 1，2，3，…0 と小

文字を付し，名称は，大調査区の名称を冠して「Ａ１a1 区」のように呼称した。

２　実測図・一覧表・遺物観察表等で使用した記号は次のとおりである。

　　遺構　　SD －溝跡　SI －竪穴住居跡　SK －土坑　　　　　　　　

　　遺物　　DP －土製品　Ｍ－金属製品　Ｑ－石器・石製品　TP －拓本記録土器

　　土層　　Ｋ－撹乱

３　遺構・遺物実測図の作成方法については，次のとおりである。

　（1）遺構全体図は 400 分の１，各遺構の実測図は原則として 60 分の１の縮尺で掲載した。種類や大きさに

より異なる場合は，個々に縮尺をスケールで表示した。

　（2）遺物実測図は，原則として３分の１の縮尺で掲載した ｡ 種類や大きさにより異なる場合は , 個々に縮尺

をスケールで表示した。

　（3）遺構・遺物実測図中の表示は，次のとおりである。

　　　　焼土・赤彩　　　　　　　　　炉　　　　　　　　　粘土範囲　　　　　　　　　煤　　　

●土器　　 ○土製品　 　□石器・石製品　 　△金属製品

　　　― ― ― ― ―　　 硬化面　　　　　― ― ― ― ―　　焼土・粘土範囲

４　土層観察と遺物における色調の判定は，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業株

式会社）を使用した。また，土層解説中の含有物については，各々総量を記述した。

５　遺構一覧表・遺物観察表の表記は，次のとおりである。

　（1）現存値は（　）を，推定値は［　］を付して示した。計測値の単位はｍ，㎝，ｇで示した。

　（2）遺物観察表の備考の欄は，残存率，写真図版番号及びその他必要と思われる事項を記した。

　（3）遺物番号は通し番号とし，本文，挿図，観察表，写真図版に記した番号と同一とした。

６　竪穴住居跡の「主軸」は，炉・竈を通る軸線とし，主軸方向は，その他の遺構の長軸（径）方向と共に，

座標北からみて，どの方向にどれだけ振れているかを角度で表示した（例　Ｎ－ 10 ﾟ－Ｅ）。
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調査区全景（南上空から）
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遺跡の概要

遺跡の位置と調査の目的

　古館明神脇遺跡は，つくば市の南西部に位置し，西
にし

谷
や

田
だ

川
がわ

と高
たか

岡
おか

川
がわ

に向かって延びた細長い標高 20 ｍの舌
ぜつ

状
じょう

台地の東部に立地しています。

　当遺跡の調査は，「つくばエクスプレス」の沿線開発

にともない，遺跡の記録・保存を目的として茨城県教育

財団が行いました。

調査の内容

　平成 21 年４月１日から８月 31 日まで 10,128㎡を調査しました。その結果，

古墳時代中期（約 1,600 年前）の集落跡であることが分かりました。確認された

遺構は，竪
たて

穴
あな

住
じゅう

居
きょ

跡
あと

15 軒と土
ど

坑
こう

２基，ほかに時期不明の土坑３基と溝
みぞ

跡
あと

１条

です。主な出土遺物は，土
は

師
じ

器
き

（坏
つき

・椀
わん

・坩
かん

・高
たか

坏
つき

・壺
つぼ

・甕
かめ

・甑
こしき

・ミニチュア土器・

手
て

捏
づくね

土器），須
す

恵
え

器
き

（坏・𤭯
はそう

・甕），土製品（土
ど

玉
だま

），石器（鏃
やじり

・紡
ぼう

錘
すい

車
しゃ

・砥
と

石
いし

），

石
せき

製
せい

模
も

造
ぞう

品
ひん

（臼
うす

玉
だま

・双
そう

孔
こう

円
えん

板
ばん

），金属製品（刀
とう

子
す

・鏃・鎌
かま

・銭
せん

貸
か

）などです。

水戸市 ●

つくば市 ●  

－ 1 －



第２号住居跡完掘状況 第３号住居跡完掘状況

当遺跡から出土した須恵器 第３号住居跡貯蔵穴の遺物出土状況

調査の結果

　出土した土器から，５世紀の中頃に集落が営まれていたことが分かりました。

住居は，広場を中心として楕円形状に配置されており，計画的に建物を建てて

いたようです。また，大形の住居の近くに小形の住居が建てられており，住ま

いと作業やものを貯蔵する建物を分けていた可能性もあります。

　臼玉や双孔円板がまとまって出土している住居跡も確認されました。これは，

廃絶に伴うマツリを行っていたことを裏付ける資料と言えます。炭化材や焼土

が土器と一緒に出土している住居跡もあり，意図的に焼却され

たと考えられます。当時のマツリがどのように行われていたの

か垣間見ることができます。

　搬入された須恵器や県内でも出土例の少ない鉄鏃が出土した

ことから，貴重な品物を手に入れるだけの力を持った有力者が

いたと推測でき，有力者を中心にした当時の集落の様子やマツ

リの様相が見えてくるようです。出土した鉄鏃

－ 2 －



　平成９年３月 17 日，住宅・都市整備公団（平成 9 年 10 月から住宅 ･ 都市整備公団茨城地域支社に，平成

11 年 10 月から都市基盤整備公団茨城地域支社に，平成 16 年 7 月から独立行政法人都市再生機構茨城地域支

社に，平成 23 年 7 月から独立行政法人都市再生機構首都圏ニュータウン本部茨城地域事業本部に名称を変更）

つくば開発局長は，茨城県教育委員会教育長に対して，萱丸一体型特定土地区画整理事業地内における埋蔵文

化財の所在の有無及びその取り扱いについて照会した。これを受けて茨城県教育委員会は平成 19 年度に現地

踏査を，平成 20 年 11 月 25，26 日に試掘調査を実施し，遺跡の所在を確認した。

　平成 21 年１月 27 日，茨城県教育委員会教育長は，独立行政法人都市再生機構茨城地域支社長あてに，事業

地内に古館明神脇遺跡が所在すること及びその取り扱いについて別途協議が必要であることを回答した。

　平成 20 年２月 15 日，独立行政法人都市再生機構茨城地域支社つくば開発事務所長は，茨城県教育委員会教

育長に対して，文化財保護法第 94 条に基づき，土木工事等のための埋蔵文化財包蔵地の発掘について通知した。

茨城県教育委員会教育長は，現状保存が困難であることから，記録保存のための発掘調査が必要であると決定

し，平成 20 年３月 10 日，独立行政法人都市再生機構茨城地域支社つくば開発事務所長あてに，工事着手前に

発掘調査を実施するよう通知した。

　平成 21 年２月 19 日，独立行政法人都市再生機構茨城地域支社長は，茨城県教育委員会教育長に対して，萱

丸一体型特定土地区画整理事業に係る埋蔵文化財発掘調査の実施についての協議書を提出した。

　平成 21 年３月 11 日，茨城県教育委員会教育長は，独立行政法人都市再生機構茨城地域支社長あてに，古館

明神脇遺跡について，発掘調査の範囲及び面積等について回答し，併せて埋蔵文化財の調査機関として，財団

法人茨城県教育財団（平成 24 年４月から公益財団法人茨城県教育財団）を紹介した。

  財団法人茨城県教育財団は，独立行政法人都市再生機構茨城地域支社長から埋蔵文化財発掘調査事業につい

て委託を受け，平成 21 年４月１日から８月 31 日まで発掘調査を実施した。

第１章　調 査 経 緯

　平成 21 年度の調査経過については，その概要を表で記載する。

第２節　調　査　経　過

第１節　調査に至る経緯

期間
工程 ４　月 ５　月 ６　月 ７　月 ８　月

調 査 準 備
表 土 除 去
遺 構 確 認

遺 構 調 査

遺 物 洗 浄
注 記
写 真 整 理
補 足 調 査

撤 収
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第２章　位 置 と 環 境

　古館明神脇遺跡は，茨城県つくば市大字古館字神足脇 145 －２番地ほかに所在している。

　つくば市は，県の南西部に広がる標高約 20 ～ 25 ｍほどの平坦な台地上に位置している。この台地は，筑波

台地と呼ばれ，北東部には筑波山を主峰とする筑波山塊がある。台地の東部を霞ヶ浦に流入する桜川，西部を

利根川に合流する小貝川に挟まれ，それらの支流を含めた中小の河川によって大きく開析されている。流域に

は標高５～ 10 ｍの沖積地が発達し，谷津や低地が細長く入り込んでいる。

　当遺跡が立地する筑波台地は，千葉県北部から茨城県南部に広がる常総台地の一部で，地質的には，貝化石

を産する成田層を基盤とし，砂ないし砂礫層である竜ヶ崎砂礫層，火山灰質粘土層である常総粘土層，関東ロ

ーム層の順に堆積しており，最上部は腐食土層となっている。

　古館明神脇遺跡は，筑波台地南端の西谷田川と高岡川の合流点に向かって延びた細長い標高 20 ｍの舌状台

地の東部に立地している。遺跡の東側は西谷田川に向かって崖になっており，比高は約 12 ｍである。当遺跡

とその周辺の土地利用の現状は，台地上は山林及び畑地で低地は水田として利用されている。

　谷田川や西谷田川流域の台地上には，河川に沿って数多くの遺跡が分布している。ここでは，当遺跡〈①〉

周辺の遺跡を時代ごとに記述する。

  旧石器時代では，西谷田川左岸の台地上に下
しも

河
かわ

原
ら

崎
ざき

谷
や

中
なか

台
だい

遺跡や島
しま

名
な

ツバタ遺跡，元
もと

宮
みや

本
もと

前
まえ

山
やま

遺跡などがあ

る。下河原崎谷中台遺跡では石器集中地点が２か所確認され，ナイフ形石器や角錐状石器が出土している１）。

元宮本前山遺跡では石器集中地点が１か所確認され，ナイフ形石器や石核，台石などが出土している２）。

   縄文時代の遺跡は，谷田川と西谷田川に挟まれた馬の背状の台地に谷
や

田
た

部
べ

漆
うるし

遺跡〈９〉，谷
や

田
た

部
べ

福
ふく

田
だ

遺跡〈13〉，

谷
や

田
た

部
べ

福
ふく

田
だ

前
まえ

遺跡〈14〉, 島
しま

名
な

前
まえ

野
の

遺跡，島
しま

名
な

前
まえ

野
の

東
ひがし

遺跡など，多くの遺跡が所在している。当遺跡と同じ台

地の南西 500 ｍほどに位置する根
ね

崎
さき

遺跡〈２〉では，縄文時代早期の住居跡４軒のほかに炉穴９基が確認され

ている３）。西谷田川右岸の台地縁辺部に位置している境
さかい

松
まつ

貝塚４）〈48〉では，中期から後期の土器や石器だけ

でなくオキシジミ，ムラサキガイ，シオフキなどの貝類も出土しており，当時，この台地の際まで海水が迫っ

ていたことがわかる。谷田川や西谷田川を望む台地縁辺部では，縄文時代中期から後期にかけての土器や石器

が広範囲にわたって出土しており，この時期から本格的に人々の生活が営まれるようになったと考えられる。

   弥生時代の遺跡は，縄文時代に比べて少ない。当遺跡の周辺では，中期から後期の遺物が出土した境松貝塚５），

下
しも

河
かわ

原
ら

崎
ざき

高
たか

山
やま

遺跡が確認されている。

　古墳時代の遺跡は，当遺跡周辺では縄文時代に次いで多く確認されている。前期の集落は，島
しま

名
な

熊
くま

の山
やま

遺

跡，島名前野遺跡，島名前野東遺跡などで確認され，島名前野東遺跡では集落に付随して方形周溝墓３基が調

査されている６）。これらの集落はいずれも小規模で，谷田川に沿って両岸に点在していたと捉えることができ

る。中期の集落は，前述した遺跡に加えて谷田部漆遺跡や真
ま

瀬
せ

三
さん

度
ど

山
やま

遺跡〈７〉，上
かみ

萱
かや

丸
まる

古
ふる

屋
や

敷
しき

遺跡〈８〉， 島

名ツバタ遺跡，元宮本前山遺跡，下河原崎谷中台遺跡などが確認されており，西谷田川沿いにまで広がりを見

第１節　地 理 的 環 境

第２節　歴 史 的 環 境
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せるようになる。当遺跡と同じ台地上に立地する根崎遺跡では，住居跡が 12 軒，西
にし

栗
くり

山
やま

遺跡〈６〉では住居

跡が６軒確認され７），西谷田川と高岡川に挟まれた台地南部にもこの時期の集落が広がっていることが明らか

となった。集落は，台地の縁辺部や低地へ向かう緩斜面部に営まれており，谷田川や西谷田川によって開析さ

れた谷津が集落の立地や営みに影響を与えていたものと考えられる。谷田部地区では，谷
や

田
た

部
べ

台
だい

町
まち

古墳群〈18〉，

谷
や

田
た

部
べ

中
ちゅう

城
じょう

古墳〈30〉，羽
は

成
なれ

古墳群〈25〉，谷
や

田
た

部
べ

遠
とお

見
み

塚
づか

古墳〈39〉，高
たか

岡
おか

古墳，下
しも

横
よこ

場
ば

古墳群，面
おも

野
の

井
い

古墳群，

島
しま

名
な

関
せき

ノ
の

台
だい

古墳群，高
たか

山
やま

古墳群，下
しも

河
かわ

原
ら

崎
ざき

古墳群など，古墳群 11 か所，古墳約 300 基が確認され，県下でも

古墳が多い地域といえる。後期の集落としては，根崎遺跡で住居跡５軒，西栗山遺跡で住居跡 24 軒が調査さ

れている８）。また，当遺跡から北へ５㎞に位置する島名熊の山遺跡は，６世紀後半には島名地区の中心集落と

して発展したと考えられている。古墳時代をとおして遺跡の分布状況を見ると，年代の経過とともに集落が台

地の縁辺部から内陸部へと移動していく様子がうかがえる｡

  奈良・平安時代のこの地区は，谷田部地区は河内郡八
やた

部
べ

郷といい，仁徳天皇の時代に后の矢
や

田
だの

若
わかの

郎
いつら

女
め

のため

に谷田部を置いたところと言われている。この時代の遺跡は，当遺跡の周辺では少なく，根崎遺跡で住居跡９

軒が確認されているのみである９）。西谷田川流域でも遺跡数は少なく，谷田部漆遺跡，真瀬三度山遺跡，上萱

丸古屋敷遺跡などで住居跡が確認されている。谷田川沿いには多くの遺跡が確認されており，左岸の羽
は

成
なれ

北
きた

久
く

保
ぼ

北
きた

遺跡〈26〉や羽
は

成
なれ

北
きた

久
く

保
ぼ

南
みなみ

遺跡〈27〉，右岸の谷
や

田
た

部
べ

本
ほん

郷
ごう

北
きた

遺跡〈36〉や東
ひがし

丸
まる

山
やま

屋
や

中
なか

遺跡〈42〉などが知

られている。さらに，島名熊の山遺跡では，住居跡 2,400 軒以上，掘立柱建物跡 380 棟以上が確認され，島名

前野遺跡や島名前野東遺跡などでもこの時期の住居跡が確認されている。

　中世以降，谷田部地区は常陸平氏本宗平直幹の支配下にあり，常陸西南部をおおう広大な常
つね

安
やす

保
ほ

は南野牧と

ともに村田荘の一部であったが，南野牧の分離とともに村田荘だけになり，12 世紀末にはさらに下妻荘，田

中荘を分出し，八条院領として伝領された。谷田部地区の大部分は田中荘域に入っている。下妻荘，村田荘の

下司職は下妻広幹に，田中荘の下司職は多気義幹に伝えられたと推測されている。しかし，鎌倉幕府の成立後，

八田知家（小田氏）の入部により義幹は没落し，田中荘は小田氏の支配下に下っている。1285 年の霜月騒動

により一時期田中荘は北条得宗家の手に移るが，室町時代になりふたたび小田氏の手に戻っている。当時，小

田配下の土豪には小野崎の荒井氏，苅間の野中瀬氏，島名・面野井の平井出氏がいたと伝えられており，勢力

関係の推移が激しく，それに伴い，熊
くま

の山
やま

城，谷
や

田
た

部
べ

城〈16〉，高
たか

須
す

賀
か

城，小
こ

坂
さか

城，古
ふる

館
だて

〈50〉，小
お

野
の

崎
ざき

館，苅
かり

間
ま

城，面
おも

野
の

井
い

城など数多くの城館が築かれている。

※　文中の〈　〉内の番号は，第１図及び表１の該当遺跡番号と同じである。なお，本章は，財団報告第 292 集・

　349 集を基にし，若干加筆したものである。

註
１）高野裕璽「下河原崎谷中台遺跡　島名ツバタ遺跡　上河原崎・中西特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書３」　　
　　『茨城県教育財団文化財調査報告』第 282 集　2007 年３月
２）高野裕璽「元宮本前山遺跡　上河原崎・中西特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書２」『茨城県教育財団文化財調
　　査報告』 第 265 集　2006 年３月
３）寺内久永「西栗山遺跡２　根崎遺跡２　萱丸一体型特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書Ⅲ」『茨城県教育財団文
　　化財調査報告』第 349 集　2011 年３月
４）久野俊度 ｢主要地方道取手筑波線道路改良工事地内埋蔵文化財調査報告書　境松遺跡｣『茨城県教育財団文化財調査報告』　
　　第 41 集　1987 年３月
５）  註４に同じ
６）寺門千勝・田原康司・梅澤貴司 ｢島名前野東遺跡　島名境松遺跡　谷田部漆遺跡　島名・福田坪一体型特定土地区画整理事業
　　地内埋蔵文化財調査報告書Ⅷ｣　『茨城県教育財団文化財調査報告』第 191 集　2002 年３月
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第１図　古館明神脇遺跡周辺遺跡分布図（国土地理院 25,000 分の１「谷田部」「藤代」）

77
88

99

1111

1010

1212

1313

1414

1515
1616

1919

2020

2121

1717 1818

2222

2323

2424

2626
2525

2727

2828

4040
3939

3838
3737

3636

3535

3434

2929
3030

3333

3232

3131

5566

33

22

44

4848

4949

4747

4646

4545

5050 4141

4242

4343

4444

▲● ▲● ▲● ▲●

●○

１

０ １km●

●

●○

○
水戸市

●
つくば市

－ 6－



７）ａ渡邉幸雄「（仮称）萱丸地区土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書Ⅰ　根崎遺跡　西栗山遺跡」『茨城県教育財団文
　　　化財調査報告』第 119 集　1997 年３月
　　ｂ註３に同じ
８）註７に同じ
９）註３に同じ

参考文献
　・日本の地質『関東地方』編集委員会『日本の地質３　関東地方』共立出版　1986 年 10 月
　・蜂須紀夫『茨城県地学のガイド』　コロナ社　1986 年 11 月
　・茨城県教育庁文化課編『茨城県遺跡地図（地名表編・地図編）』茨城県教育委員会　2001 年３月
　・谷田部の歴史編さん委員会『谷田部の歴史』谷田部町教育委員会　1975 年９月
　・中山信名　『新編常陸国誌』　崙書房　復刻版　1978 年 12 月

表１　古館明神脇遺跡周辺遺跡一覧表

番

号
遺　跡　名

時　　　代

番

号
遺　跡　名

時　　　代

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈
良
・
平
安

中

世

近

世

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈
良
・
平
安

中

世

近

世

① 古 館 明 神 脇 遺 跡 ○ 26 羽成北久保北遺跡 ○ ○ ○ ○ ○

２ 根 崎 遺 跡 ○ ○ ○ 27 羽成北久保南遺跡 ○ ○ ○ ○

３ 根 崎 八 幡 窪 遺 跡 ○ ○ 28 羽 成 谷 津 台 遺 跡 ○   

４ 高 野 古 墳 群 ○ 29 谷 田 部 搦 遺 跡 ○ ○ ○   

５ 飯 田 大 塚 ○ 30 谷 田 部 中 城 古 墳 ○   

６ 西 栗 山 遺 跡 ○ ○ 31 谷 田 部 西 原 遺 跡 ○ ○ ○ ○

７ 真 瀬 三 度 山 遺 跡 ○ ○ ○ ○ 32 谷田部不動台遺跡 ○   

８ 上萱丸古屋敷遺跡 ○ ○ ○ 33 谷 田 部 櫓 下 遺 跡 ○ ○ ○ ○

９ 谷 田 部 漆 遺 跡 ○ ○ ○ 34 谷 田 部 宮 下 遺 跡 ○ ○

10 谷 田 部 大 堀 遺 跡 ○ 35 谷田部新郭前遺跡 ○ ○ ○

11 谷 田 部 陣 馬 遺 跡 ○ ○ ○ ○ 36 谷田部本郷北遺跡 ○ ○ ○

12 谷 田 部 山 合 遺 跡 ○ ○ 37 谷田部本郷西遺跡 ○ ○ ○ ○

13 谷 田 部 福 田 遺 跡 ○ ○ 38 谷田部本郷東遺跡 ○ ○ ○ ○

14 谷田部福田前遺跡 ○ ○ ○ 39 谷田部遠見塚古墳 ○   

15 谷田部漆出口遺跡 ○ ○ ○ 40 谷田部第六天下遺跡 ○ ○ ○ ○   

16 谷 田 部 城 跡 ○ 41 谷田部長堀北遺跡 ○   

17 谷田部下成井遺跡 ○ 42 東 丸 山 屋 中 遺 跡 ○ ○   

18 谷田部台町古墳群 ○ 43 谷 田 部 長 堀 貝 塚 ○ ○   

19 谷田部台成井遺跡 ○ 44 谷田部長堀南遺跡 ○ ○ ○   

20 谷田部カロウド塚古墳 ○ 45 房 内 貝 塚 ○ ○ ○   

21 上横場道心塚古墳群 ○ 46 東 丸 山 貝 塚 ○ ○   

22 上 横 場 善 正 遺 跡 ○ ○ ○ 47 房 内 南 遺 跡 ○ ○ ○ ○

23 谷 田 部 中 塚 遺 跡 ○ ○ 48 境 松 貝 塚 ○ ○ ○   

24 谷 田 部 山 崎 遺 跡 ○ ○ 49 狸 穴 遺 跡 ○   

25 羽 成 古 墳 群 ○ 50 古 館 跡 ○   
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第２図　古館明神脇遺跡調査区設定図（つくば市都市計画図 2,500 分の１）
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第３章　調 査 の 成 果

  古館明神脇遺跡は，西谷田川右岸の標高 20 ｍの舌状台地の東部に立地している。遺構の配置や周囲の地形な

どから遺跡は北西側に広がると考えられる。今回の調査区は遺跡の南東部に位置しており，東西約 120 ｍ，南

北約 140 ｍほどである。調査面積は 10,128㎡で，調査前の現況は畑地及び山林である。

　調査の結果，古墳時代の竪穴住居跡 15 軒と土坑２基，時期不明の土坑３基と溝跡１条を確認した。

　遺物は，遺物収納コンテナ（60 × 40 × 20㎝）に 42 箱出土している。主な遺物は，縄文土器（深鉢），土師 

器（坏・椀・坩・高坏・壺・甕・甑・ミニチュア土器・手捏土器），須恵器（坏・𤭯・甕），土製品（土玉），石器 

（鏃・紡錘車・砥石），石製模造品（臼玉・双孔円板），金属製品（刀子・鏃・鎌・銭貨）などである。

　調査区南部の台地上の平坦面（Ｄ４f1 区）にテストピットを設定し，地表面から２ｍほど掘り下げて基本

土層の観察を行った（第３図）。土層は６層に分層でき，観察結果は以下のとおりである。

　第１層は，黒褐色を呈する耕作土である。ロームブロックを少量含み，粘性は普通で，締まりは弱い。

　第２層は，暗褐色を呈するソフトローム層である。粘性・締まりはともに普通で，層厚は 18 ～ 45cm である。

　第３層は，褐色を呈するソフトローム層

である。粘性・締まりはともに普通で，層

第３図　基本土層図

第２節　基　本　層　序

第１節　調 査 の 概 要

厚は 14 ～ 35cm である。

　第４層は，褐色を呈するハードローム層

である。粘性は普通で，締まりは強く，層

厚は 29 ～ 40cm である。

　第５層は，にぶい黄褐色を呈するハード

ローム層である。粘性は普通で，締まりは

強く，層厚は 23 ～ 36cm である。第Ⅰ黒

色帯に相当すると考えられる。

　第６層は，褐色を呈するハードローム層

である。粘性・締まりともに強い。確認し

た層厚は 26 ～ 37cm であるが，下層は未

掘のため不明である。　

  なお，遺構は第２層の上面で確認できた。

3

2

1

4
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6
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　（1）　竪穴住居跡

１　古墳時代の遺構と遺物

　　当時代の遺構は，竪穴住居跡 15 軒，土坑２基を確認した。以下，遺構及び遺物について記述する。

炉２土層解説
１　にぶい赤褐色　焼土ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量　
２　暗 褐 色　ローム粒子・焼土粒子少量　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
３　褐 色　ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子微量

　第１号住居跡（第４・５図）

位置　調査区北部のＣ５a1 区，標高 20 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長軸 6.23 ｍ，短軸 5.88 ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 21 －゚Ｗである。壁高は 46 ～ 51㎝で，外

傾して立ち上がっている。

床　平坦で，中央部が踏み固められており，壁下には壁溝が巡っている。炭化材や焼土を広範囲で確認した。

炉　２か所。炉１は中央部の北寄りに付設されている。長径 104㎝，短径 86㎝の楕円形で，床面を 12㎝ほど

掘りくぼめた地床炉である。炉床面は赤変硬化している。炉２は中央部の南東寄りに付設されている。推定さ

れる長径は 70㎝，短径 42㎝の楕円形で，床面を８㎝ほど掘りくぼめた地床炉である。炉床面は赤変硬化して

いる。炉１と炉２の新旧関係は不明である。

遺物出土状況　土師器片 483 点（坏 297，椀２，器台１，高坏７，甕類 173，ミニチュア土器３），須恵器片６点 

（坏），土製品３点（土玉２，不明１），石器１点（紡錘車）が，北東部や貯蔵穴周辺の炭化材や焼土の下から

出土している。そのほか，混入した縄文土器片１点（深鉢）が出土している。また，土器片の多くは細片で，

後世の撹乱による影響を受けている。７は東壁溝から，６は南東部，８は中央部の覆土下層からそれぞれ出

土している。また，１～５は貯蔵穴中層から下層にかけてまとまった状態で出土している。DP １・DP ２は

南西部の床面から出土している。Ｑ１は西壁際の覆土中層から出土している。

第３節　遺 構 と 遺 物

炉１土層解説
１　暗 赤 褐 色　ローム粒子中量，焼土ブロック ･ 炭化粒子少量
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２　暗 赤 褐 色　焼土ブロック中量，ロームブロック少量，炭化粒
　　　　　　　　子微量

ピット　７か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ 34 ～ 40㎝で，硬化面の広がりや配置から主柱穴である。Ｐ５は深さ 18㎝

で，南壁寄りの中央部に位置し，周辺が硬化していることから出入り口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６・

Ｐ７は深さ 15㎝・30㎝で，いずれも性格不明である。

貯蔵穴　南壁際の中央部に位置している。長軸 75㎝，短軸 58㎝の隅丸長方形である。深さは 52㎝で，底面は

平坦である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　９層に分層できる。上層にロームブロック，下層には炭化物や焼土が含まれていることから埋め戻さ

れている。

貯蔵穴土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック・炭化物中量，焼土粒子少量

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２　暗 褐 色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック・炭化物微量
２　黒 褐 色　ロームブロック少量
３　褐 色　ロームブロック少量，炭化物微量
４　暗 褐 色　ロームブロック少量，炭化物微量
５　暗 褐 色　炭化物 ･ 焼土粒子中量，ローム粒子微量

６　黒 褐 色　ローム粒子 ･ 炭化物微量
７　暗 褐 色　焼土粒子中量，炭化物少量
８　褐 色　ローム粒子 ･ 焼土粒子 ･ 炭化粒子微量
９　褐 色　ローム粒子中量，焼土粒子 ･ 炭化粒子微量
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所見　時期は，出土土器から５世紀中葉に比定できる。床面に炭化材が点在し，広範囲に焼土が広がってい

ること，遺物に二次焼成を受けているものがあることから焼失住居と考えられる。

第１号住居跡出土遺物観察表（第４・５図）

第５図　第１号住居跡出土遺物実測図

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

1 土師器 坏 14.1 6.0 3.3 長石・石英・
雲母 明赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り　内

面ナデ　
貯蔵穴

覆土中層 95％

２ 土師器 坏 14.0 5.7 5.2 長石・石英・
赤色粒子・細礫 明赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外 ･ 内面ナデ　輪

積痕　
貯蔵穴

覆土中層 95％　PL ９

３ 土師器 坏 14.1 6.2 4.1 長石・石英・　
雲母・赤色粒子 明赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナ

デ　内面ヘラ磨き　
貯蔵穴

覆土下層 70％

４ 土師器 坏 ［16.8］ 6.8 4.9 長石・石英 赤色 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナ
デ　内面ナデ　

貯蔵穴
覆土下層 30％

５ 土師器 坏 14.0 5.2 4.0 長石・石英・　
雲母・赤色粒子 明赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナ

デ　内面ナデ　
貯蔵穴

覆土中層 50％

６ 須恵器 坏 10.6 4.7 － 長石・石英・
細礫 灰 良好 ロクロ成形　口縁部・体部ロクロナデ　 覆土下層 60％　PL ９

７ 土師器 椀 14.0 8.6 3.8 長石・石英・
赤色粒子 にぶい橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナ

デ　内面ヘラナデ 壁溝 外・内面煤付着
85％　PL11

８ 土師器 椀 ［14.0］ 7.2 － 長石・石英 にぶい橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナ
デ　内面ナデ　輪積痕 覆土下層 40％

９ 土師器 甕 － （3.5） － 長石・石英 にぶい橙 普通 外面砥石転用 覆土中 ５％

10 土師器 ミニチュア
土器 ［5.6］ 3.7 3.1 長石 黒褐 普通 外・内面ナデ　指頭痕 貯蔵穴

覆土中 50％

11 土師器 ミニチュア
土器 9.8 （1.9） － 長石・石英・

赤色粒子 黒褐 普通 外 ･ 内面ナデ　 覆土中 10％

番号 器　種 径 厚さ 孔径 重量 胎　　土 特　　　　徴 出土位置 備　考

DP １ 土玉 1.9 ～
2.1 1.6 0.7 ～

0.8 6.5 長石・石英 ナデ　未穿孔 床面

DP ２ 土玉 1.9 1.7 0.7 5.6 長石・石英 ナデ　未穿孔 床面

番号 器　種 径 厚さ 孔径 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ１ 紡錘車 4.4 1.4 0.6 （39.6） 滑石 全面に不規則な線刻　一方向からの穿孔 覆土中層 PL16

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 胎　　土 特　　　　徴 出土位置 備　考

DP ３ 不明土製品 4.2 3.2 0.9 9.3 長石・石英・
赤色粒子 ナデ　指頭痕 覆土中

６

７

11

10

９

Q１

８

DP１ DP２ DP３ ０ ５㎝

０ 10㎝
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位置　調査区北西部のＣ４j3 区，標高 20 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長軸 7.25 ｍ，短軸 7.02 ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 13 －゚Ｗである。壁高は 45 ～ 64㎝で，外

傾して立ち上がっている。

　第２号住居跡（第６～ 11 図）

床　平坦で，中央部が踏み固められている。南壁中央部及び南東コーナー部，西側壁及び南西コーナー部の

壁下で壁溝を確認した。また，壁に沿って焼土や炭化材を確認した。

炉　３か所。炉１は中央部の北寄りに付設されている。長径 83㎝，短径 48㎝の楕円形で，床面を４㎝ほど掘

りくぼめた地床炉である。炉床面は赤変硬化している。炉２は中央部の西寄りの北側に付設されている。長径

53㎝，短径 39㎝の楕円形で，床面を５㎝ほど掘りくぼめた地床炉である。炉床面は赤変硬化している。炉３

第６図　第２号住居跡実測図（１）
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第７図　第２号住居跡実測図（２）

炉１～３土層解説
１　極暗赤褐色　ローム粒子 ･ 焼土粒子少量 ２　にぶい赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量

ピット　５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ 58 ～ 77㎝で，硬化面の広がりや配置から主柱穴である。Ｐ５は深さ 18㎝

で，南壁寄りの中央部に位置し，周辺が硬化していることから出入り口施設に伴うピットと考えられる。

貯蔵穴　南壁際の中央部に位置している。長軸 84㎝，短軸 81㎝の隅丸方形である。深さは 39㎝で，底面は平

坦である。壁は外傾して立ち上がっている。

貯蔵穴土層解説
１　褐 色　ロームブロック中量
２　褐 色　ロームブロック・炭化物中量

３　暗 褐 色　炭化物中量，ロームブロック少量

覆土　９層に分層できる。多くの層にロームブロックが含まれていることから埋め戻されている。

土層解説　
１　黒 褐 色　ロームブロック少量
２　暗 褐 色　ロームブロック少量
３　暗 褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
４　黒 色　ロームブロック少量
５　極 暗 褐 色　ローム粒子少量，焼土粒子 ･ 炭化粒子微量

６　暗 褐 色　ローム粒子中量，焼土粒子 ･ 炭化粒子少量
７　黒 褐 色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
８　褐 色　ロームブロック少量
９　暗 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

は炉２の南側に付設されている。長径 52㎝，短径 42㎝の楕円形で，床面を３㎝ほど掘りくぼめた地床炉である。

炉床面は赤変硬化している。それぞれの炉の新旧関係は不明である。
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遺物出土状況　土師器片 1047 点（坏 484，椀１，坩 94，高坏 40，甕類 428），須恵器 2 点（𤭯），石器３点（紡錘車），

石製模造品１点（双孔円板），鉄製品２点（鏃，刀子ヵ），滑石片３点が，北西部の床面と貯蔵穴周辺の覆土

下層から床面にかけて出土している。そのほか，混入した縄文土器片１点（深鉢）が出土している。また，

出土した土器片には細片も多く，後世の撹乱による影響を受けている。12・13 は完形で，北壁際の床面から

正位の状態で出土している。14 は貯蔵穴西側，33 は北壁寄りの床面からそれぞれ出土している。23 は炉１の

底面から出土している。17 は南壁際，18 は西壁際，27・29 は北西部の覆土下層からそれぞれ出土している。

15・19 は中央部北西寄りの覆土下層から，22 は中央部北東寄りと西壁側の覆土下層から出土した破片がそれ

ぞれ接合したものである。26 は北西部と南壁際の覆土下層から出土した破片が接合したものである。31 は北

壁際の覆土下層から床面にかけて出土した破片が接合したものである。30・32 は北西コーナーの覆土中層か

ら出土しており，住居廃絶後に投棄されたものである。16・24 は貯蔵穴内から出土している。Ｑ２～Ｑ５は

南西部の床面からまとまって出土している。Ｍ１は覆土中，Ｍ２は中央部南寄りの覆土中層からの出土である。

所見　時期は，出土土器から５世紀中葉に比定できる。床面に炭化材が点在し焼土が広がっていること，遺

物に二次焼成を受けているものがあることから焼失住居と考えられる。

第８図　第２号住居跡実測図（３）
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第９図　第２号住居跡出土遺物実測図（１）

12

15

20

17

25

28

29

24

18

23

16 22

19
21

13 14

０ 10㎝

－ 17 －



第 10図　第２号住居跡出土遺物実測図（２）
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第 11図　第２号住居跡出土遺物実測図（３）

第２号住居跡出土遺物観察表（第９～ 11 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

12 土師器 坏 14.4 6.0 4.8 長石・石英・雲
母 橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナ

デ　内面ナデ 床面 外・内面煤付着
100％ PL ９

13 土師器 坏 14.6 6.7 3.2 長石・石英 明赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナ
デ　内面ナデ　輪積痕 床面 100％　PL ９

14 土師器 坏 13.7 5.7 3.2 長石・石英・
雲母 明赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ヘ

ラ磨き　内面ヘラ磨き 床面 外面煤付着
95％　PL ９

15 土師器 坏 14.5 6.3 3.3 長石・石英 明赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナ
デ　内面ヘラ磨き 覆土下層 外面煤付着

90％　PL ９
16 土師器 坏 14.8 6.1 － 長石・石英 橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ヘ

ラ磨き　内面ヘラナデ後ナデ
貯蔵穴

覆土下層 90％　PL ９

17 土師器 坏 15.0 6.37 － 長石・赤色粒子 赤 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナ
デ　内面ナデ 覆土下層 外・内面煤付着

70％　PL10
18 土師器 坏 ［16.2］ 6.4 － 長石・石英・

雲母 にぶい赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナ
デ　内面ヘラ磨き　輪積痕 床面 外・内面煤付着

60％
19 土師器 坏 15.3 5.6 3.9 長石・赤色粒子 明赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナ

デ　内面ナデ 覆土下層 60％

20 土師器 坏 ［16.5］ 5.2 3.8 長石・石英・
雲母 明赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナ

デ　内面ヘラ磨き 覆土中 50％

21 土師器 坏 ［14.0］ 6.3 3.2 長石・石英・
雲母 赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナ

デ　内面ナデ　輪積痕 覆土中 50％

22 土師器 坏 14.0 6.2 － 長石・石英・
雲母 にぶい橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナ

デ　内面ナデ 覆土下層 75％

23 土師器 椀 12.3 9.0 4.4 長石・石英・
雲母 にぶい橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナ

デ　内面ナデ　輪積痕 炉１底面 55％　PL12

24 土師器 高坏 14.6 （3.6） － 長石・石英 にぶい黄褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外・内面ナデ　口
縁部に対の穿孔

貯蔵穴
覆土下層 30％

25 土師器 壺 ［17.8］（7.8） － 長石・石英・
雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナ

デ　輪積痕 覆土中 外・内面煤付着
10％

26 土師器 甕 ［16.8］ 32.1 8.8 長石・石英・
雲母 にぶい黄褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面下端ヘラ削り

後斜位のヘラナデ　内面摩滅調整不明　輪積痕
覆土下層～

床面
外面煤付着
90％　PL14

27 土師器 甕 16.4 25.7 8.1 長石・石英 にぶい赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後縦
位のヘラナデ　内面ヘラナデ　輪積痕 覆土下層 60％　PL14

28 土師器 甕 ［16.4］（15.5） － 長石・石英・
赤色粒子 橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナ

デ　内面ヘラナデ 覆土中 20％

29 土師器 甕 ［17.4］（8.2） － 長石・石英 明赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナ
デ　内面ヘラナデ 覆土下層 外・内面煤付着

20％
30 土師器 甑ヵ 24.6 14.2 ［5.4］ 長石・石英・

雲母・赤色粒子 にぶい赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナ
デ　内面ヘラナデ 覆土中層 外面煤付着

45％

27

Q２

Q５ M１ M２

Q３ Q４

０ ５㎝

０ 10㎝
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位置　調査区中央部西寄りのＤ４c5 区，標高 20 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長軸 7.28 ｍ，短軸 7.17 ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 26 －゚Ｗである。壁高は 44 ～ 58㎝で，外

傾して立ち上がっている。

床　平坦で，炉の周りや出入り口ピット付近，南東部が踏み固められている。壁下には壁溝が巡っている。

間仕切り溝が東壁側に２条，西壁側に３条確認され，長さ 146 ～ 174㎝，幅 17 ～ 28㎝，深さ９～ 11㎝ほどで

ある。南西部を除いた壁際の床面で炭化材や焼土を確認した。また，南壁際の中央部で粘土塊を確認した。

炉　中央部の北寄りに付設されている。長径 142㎝，短径 93㎝の楕円形で，床面を 10㎝ほど掘りくぼめた地

床炉である。炉床面は第４層上面で赤変硬化している。また，炉の西側に硬化した高まりを確認した。

　第３号住居跡（第 12 ～ 15 図）

炉土層解説
１　極暗赤褐色　焼土粒子中量，ロームブロック ･ 炭化粒子少量
２　にぶい赤褐色　焼土ブロック中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量
３　暗 赤 褐 色　ロームブロック中量 , 焼土ブロック少量

４　にぶい赤褐色　焼土ブロック・ローム粒子少量
５　褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子少量

ピット　８か所。Ｐ１～Ｐ６は深さ 36 ～ 64㎝で，規模や配置から主柱穴である。Ｐ７は深さ 17㎝で，南壁寄

りの中央部に位置し，周辺が硬化していることから出入り口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ８は深さ 24

㎝で，性格不明である。

貯蔵穴　北壁寄りの中央部に位置している。長径 92㎝，短径 71㎝の楕円形である。深さは 46㎝で，底面は皿

状である。壁は外傾して立ち上がっている。

貯蔵穴土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック ･ 炭化粒子少量，焼土粒子微量
２　暗 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子 ･ 炭化粒子微量
３　暗 褐 色　炭化物中量，ロームブロック少量

４　黒 褐 色　焼土粒子少量，ローム粒子 ･ 炭化粒子微量
５　暗 褐 色　ローム粒子 ･ 焼土粒子微量

覆土　９層に分層できる。多くの層にロームブロックが含まれていることから埋め戻されている。

土層解説　
１　黒 褐 色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
２　暗 褐 色　ロームブロック中量
３　黒 褐 色　ロームブロック中量
４　暗 褐 色　ロームブロック少量，炭化物微量
５　褐 色　ローム粒子中量

６　極 暗 褐 色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
７　暗 褐 色　ローム粒子中量，炭化物 ･ 焼土粒子微量
８　黒 褐 色　ロームブロック・炭化物・焼土粒子少量
９　暗 褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

番号 器　種 径 厚さ 孔径 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ２ 紡錘車 3.8 1.2 0.7 （25.9） 滑石 底面に渦巻き状の線刻　側面に帯状の削り面 床面 PL16

Ｑ３ 紡錘車 4.5 1.2 0.7 （31.5） 滑石 底面に渦巻き状の線刻　側面に帯状の削り面 床面

Ｑ４ 紡錘車 4.7 1.6 0.8 （38.8） 滑石 上面放射状の線刻後２重円の線刻　側面上下に２条の線刻後不
規則な線刻　底面放射状の線刻　 床面 PL16

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｍ１ 鏃 （4.24） 4.04 0.15 （6.4） 鉄 短頸 3 角鏃　断面平型　中央に 0.15㎝の透かし 覆土中 PL16

Ｍ２ 刀子ヵ （2.0） （0.7） 0.3 （0.5） 鉄 茎の一部 覆土中層

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ５ 双孔円板 2.6 2.6 0.3 3.7 滑石 全面研磨調整　孔径 0.15 ～ 0.2㎝　一方向からの穿孔 床面 PL15

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

31 土師器 甑ヵ ［29.0］（11.5） － 長石・石英 にぶい橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナ
デ　内面ヘラナデ

覆土下層～
床面 25％

32 須恵器 𤭯 － （14.1） － 長石 灰 良好 頸部に２条の稜　稜間に櫛歯状工具（８本）による波状文　体部に２条
の沈線　沈線間に波状文充填　体部下位多方向の平行叩き　指頭痕 覆土中層 50％　PL12

33 須恵器 𤭯 － （10.0） － 長石 灰 良好
頸部に１条の稜　稜下に櫛歯状工具（12 本）による波状文　体部上位に
櫛歯状工具（８本）による波状文　波状文の下に２条の沈線　体部上位
及び頸部・底部内面に自然釉

床面 45％　PL12

－ 20 －



遺物出土状況　土師器片 2420 点（坏 1450，椀１，坩 179，高坏 221，甕類 566，手捏土器３），石器１点（紡錘車），

石製模造品 15 点（臼玉 10，双孔円板５），双孔円板未製品２点，滑石片９点，鉄製品１点（鏃），焼成粘土塊

１点が，床全面から炭化材や焼土に混じって出土している。出土した土器片には細片も多く，後世の撹乱に

よる影響を受けている。37 は北西部の床面から正位の状態で出土しており，36 が 37 に重なった状態で出土

している。42 は北東部の床面から正位の状態で出土しており，41 が 42 に重なった状態で出土している。34・

38・40・43・46・56 は，貯蔵穴周辺の床面から出土している。45 は東壁際，49・55 は南壁際，51 は北西部，

52 は中央部，35 は中央部西寄りの床面からそれぞれ出土している。，53 は南西寄り，58 は西壁側の床面から

出土した破片がそれぞれ接合したものである。57 は北東部，44 は南東部，47 は西壁側の覆土下層からそれぞ

れ出土している。39・59 は貯蔵穴覆土下層，その上からは，完形の 54 が横位の状態で出土している。48 は

貯蔵穴覆土中層から出土した破片が接合したものである。Ｑ６・Ｑ８・Ｑ 13・Ｑ 14 は南西部，Ｑ９・Ｑ 10・

Ｑ 12・Ｑ 15・Ｑ 20 は南壁側の床面からそれぞれまとまって出土している。Ｑ７・Ｑ 18・Ｑ 19 は北西部，Ｑ

11 は西壁寄りの床面からそれぞれ出土している。Ｑ 23 は東壁寄り，Ｑ 17 は南壁寄り，Ｑ 21 は南西部の覆土

下層からそれぞれ出土している。Ｍ３は中央部南東寄りの床面から出土している。

第 13図　第３号住居跡出土遺物実測図（１）

所見　時期は，出土土器から５世紀中葉に比定できる。床面に炭化材や焼土塊が点在していることから焼失

住居と考えられる。出土した土器の多くは，床面か床面に近い覆土下層から出土しており，廃絶後の間もな

い時期に投棄されたと考えられる。また，炭化材や焼土塊の下から出土している土器もあり，二次焼成を受

けていることなどから，土器が廃棄された後に意図的に焼却したと想定される。
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第 14図　第３号住居跡出土遺物実測図（２）
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第 15図　第３号住居跡出土遺物実測図（３）
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第３号住居跡出土遺物観察表（第 13 ～ 15 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

34 土師器 坏 15.6 6.4 4.0 長石・石英・
雲母 にぶい橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナ

デ　内面ヘラナデ　底部ヘラ削り 床面 100％　PL11

35 土師器 坏 15.4 6.4 3.4 長石・石英・
赤色粒子 赤褐 普通

口縁部外・内面横ナデ後内面ヘラ磨き　体部外
面ヘラ削り後ヘラ磨き　内面摩滅調整不明　底
部ヘラ削り

床面 100％　PL11

36 土師器 坏 14.2 6.5 3.4 長石・石英 にぶい黄橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナ
デ　内面ヘラナデ後ナデ　底部ヘラ削り

床面
（Ｐ 37 上） 95％　PL10

37 土師器 坏 16.0 5.1 － 長石・石英・
雲母 にぶい橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナ

デ　内面ヘラナデ後ナデ　 床面 90％　PL11

38 土師器 坏 15.4 7.0 4.0 長石・石英 にぶい橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナデ
内面ヘラナデ後ナデ　底部ヘラ削り　輪積痕 床面 90％

39 土師器 坏 14.8 6.5 3.5 長石・石英・
赤色粒子 にぶい橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナ

デ　内面ヘラナデ　底部ヘラ削り
貯蔵穴

覆土下層 80％　PL10

40 土師器 坏 14.1 6.2 3.8 長石・石英 赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナ
デ　内面ヘラ磨き 床面 75％　PL10

41 土師器 坏 15.4 5.7 3.8 長石・赤色粒子 赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナ
デ　内面ヘラナデ後ナデ　底部ヘラ削り

床面
（Ｐ 42 上） 70％　PL11

42 土師器 坏 15.5 6.2 4.2 長石・石英・
赤色粒子 橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナ

デ　内面ヘラナデ後ナデ　底部ヘラ削り 床面 60％

43 土師器 坏 ［15.6］ 5.8 3.6 長石・石英・
雲母 にぶい橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナ

デ　内面ヘラナデ後ナデ　底部ヘラ削り 床面 60％

44 土師器 坏 ［15.4］ 6.6 3.5 長石・石英・
赤色粒子 赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナ

デ　内面ヘラ磨き　底部ヘラ削り 覆土下層 60％

45 土師器 坏 ［14.4］ 5.6 3.6 長石・石英 にぶい赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ヘ
ラ磨き　内面ヘラ磨き　底部ヘラ削り 床面 50％

46 土師器 坏 ［14.6］ 5.9 ［3.0］ 長石・石英 にぶい赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナ
デ　内面ヘラ磨き　底部ヘラ削り 床面 40％

47 土師器 坏 ［13.2］（6.2） － 長石・石英 にぶい黄橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ヘ
ラ磨き　内面ヘラ磨き 覆土下層 20％

48 土師器 坏 ［15.4］ 6.6 － 長石・石英 にぶい橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナ
デ　内面ナデ　輪積痕　

貯蔵穴
覆土中層

研磨痕　　
50％

49 土師器 坏 － （3.2） 3.9 長石・石英・
赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面ヘラ削り後ナデ　内面ナデ　底部ヘラ

削り 床面 研磨痕
25％

50 土師器 坏ヵ ［9.4］ （3.3） － 長石・石英 赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　穿孔 覆土中 ５％

51 土師器 椀 ［15.8］ 7.2 4.1 長石・石英・
雲母 にぶい赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ヘ

ラ磨き　内面ナデ　底部ヘラ削り 床面 外・内面煤付着
50％

52 土師器 高坏 ［21.0］（6.5） － 長石・石英・
赤色粒子 赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　全面丁寧なナデ 床面 10％

53 土師器 壺 ［11.8］（5.1） － 長石・石英 赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナ
デ　内面ナデ　輪積痕 床面 ５％

54 土師器 甕 15.5 31.1 7.9 長石・石英・
雲母 にぶい褐 普通

口縁部外・内面横ナデ　体部外面下位ヘラ削り
後横位のヘラナデ　体部外面上位縦位のヘラナ
デ　内面ヘラナデ　輪積痕

貯蔵穴
覆土中層 100％　PL14

55 土師器 甕 ［15.4］（23.9） － 長石・石英 明赤褐 普通
口縁部外・内面横ナデ　体部外面中位ヘラ削り
後横位のヘラナデ　体部外面上位縦位のヘラナ
デ　内面ナデ　輪積痕

床面 外面煤付着
70％

56 土師器 甕 17.2 16.1 － 長石・石英 橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ヘ
ラナデ　内面ヘラナデ　輪積痕 床面 30％

57 土師器 甕 ［18.6］（25.0） － 長石・石英 橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後横
位のヘラナデ　内面ヘラナデ後ナデ　輪積痕 覆土下層 外面煤付着

30％
58 土師器 小形甕 ［12.8］ 14.6 5.5 長石・石英・

雲母 にぶい褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ヘ
ラナデ　内面ヘラナデ　輪積痕 床面 外面煤付着

30％
59 土師器 手捏土器 ［3.0］ （1.8） － 長石・石英 にぶい黄橙 普通 全面ナデ　指頭痕 貯蔵穴

覆土下層 20％

番号 器　種 径 厚さ 孔径 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ６ 紡錘車 4.8 1.3 0.8 37.7 滑石 両面に擦痕　側面に縦位の削り痕 床面 PL16

Ｑ７ 臼玉 0.4 0.3 0.2 0.09 滑石 両面平滑　円筒状　一方向からの穿孔 床面 PL15

Ｑ８ 臼玉 0.4 0.4 0.2 0.13 滑石 両面平滑　円筒状　一方向からの穿孔 床面 PL15

Ｑ９ 臼玉 0.6 0.2 0.3 0.13 滑石 両面平滑　円筒状　一方向からの穿孔 床面 PL15

Ｑ 10 臼玉 0.6 0.1 0.4 0.18 滑石 両面平滑　円筒状　一方向からの穿孔 床面 PL15

Ｑ 11 臼玉 0.5 0.2 0.4 0.11 滑石 両面平滑　円筒状　一方向からの穿孔 床面 PL15

Ｑ 12 臼玉 0.6 0.2 0.4 0.23 滑石 両面平滑　円筒状　一方向からの穿孔 床面 PL15

Ｑ 13 臼玉 0.5 0.2 0.3 0.09 滑石 両面平滑　円筒状　一方向からの穿孔 床面 PL15

Ｑ 14 臼玉 0.5 0.2 0.3 0.13 滑石 両面平滑　円筒状　一方向からの穿孔 床面 PL15

Ｑ 15 臼玉 0.5 0.2 0.4 0.14 滑石 両面平滑　円筒状　一方向からの穿孔 床面 PL15

Ｑ 16 臼玉 0.4 0.2 0.2 0.08 滑石 両面平滑　円筒状　一方向からの穿孔 覆土中 PL15

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ 17 双孔円板 2.3 2.5 0.4 3.72 滑石 全面研磨調整　孔径 0.15 ～ 0.2㎝　一方向からの穿孔 覆土下層 PL15

Ｑ 18 双孔円板 2.1 2.2 0.4 3.38 滑石 全面研磨調整　孔径 0.15 ～ 0.25㎝　一方向からの穿孔 床面 PL15

Ｑ 19 双孔円板 2.7 2.9 0.4 5.55 滑石 全面研磨調整　孔径 0.15 ～ 0.3㎝　一方向からの穿孔 床面 PL15

Ｑ 20 双孔円板 （2.3） 2.5 0.2 （2.64） 滑石 全面研磨調整　孔径 0.15 ～ 0.2㎝　一方向からの穿孔 床面 PL15

Ｑ 21 双孔円板 （1.4） （2.2） 0.3 （1.08） 滑石 全面研磨調整　孔径 0.25㎝　一方向からの穿孔 覆土下層

－ 26 －



　第４号住居跡（第 16・17 図）

位置　調査区南部のＤ５g3 区，標高 20 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長軸 6.90 ｍ，短軸 6.12 ｍの長方形で，主軸方向はＮ－ 26 －゚Ｗである。壁高は 22 ～ 32㎝で，

外傾して立ち上がっている。

床　平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には壁溝が巡っている。

炉　５か所。炉１は中央部の北寄りに付設されている。長径 46㎝，短径 38㎝の楕円形で，床面を７㎝ほど掘

りくぼめた地床炉である。炉床面は赤変硬化している。炉２は中央部に付設されている。長径 46㎝，短径 43

㎝の円形で，床面と同じ高さの地床炉である。炉床面は赤変硬化している。炉３は中央部西側に付設されてい

る。長径 75㎝，短径 73㎝の円形で，床面と同じ高さの地床炉である。炉床面は赤変硬化している。炉４は炉

２の南側に付設されている。長径 39㎝，短径 34㎝の円形で，床面を５㎝ほど掘りくぼめた地床炉である。炉

床面は赤変硬化している。炉５は炉４の東側に付設されている。長径 43㎝，短径 39㎝の円形で，床面と同じ

高さの地床炉である。炉床面はわずかに赤変硬化している。それぞれの炉の新旧関係は不明である。

炉１土層解説
１　暗 赤 褐 色　ローム粒子中量 ２　赤 褐 色　焼土ブロック中量

炉２土層解説
１　暗 褐 色　焼土粒子微量 ２　赤 褐 色　焼土ブロック多量

炉３土層解説
１　暗 赤 褐 色　焼土粒子中量，ローム粒子少量 ２　極 暗 褐 色　焼土粒子微量

炉４土層解説
１　暗 赤 褐 色　ローム粒子中量，焼土粒子少量 ２　赤 褐 色　ローム粒子多量

炉５土層解説
１　暗 赤 褐 色　ローム粒子多量，焼土粒子少量

ピット　５か所。Ｐ１～Ｐ３は深さ 16 ～ 26㎝で，硬化面の広がりや配置から主柱穴である。Ｐ４は深さ 14㎝

で，南壁寄りの中央部に位置し，周辺が硬化していることから出入り口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ５

は深さ 17㎝で，性格不明である。

貯蔵穴　南東部に位置している。長軸 98㎝，短軸 78㎝の隅丸長方形である。深さは 39㎝で，底面は平坦である。

壁は外傾して立ち上がっている。

貯蔵穴土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子微量 ２　褐 色　ローム粒子中量

覆土　12 層に分層できる。ロームブロックを含む層が多く，不規則な堆積状況を示していることから埋め戻

されている。

土層解説　
１　黒 褐 色　ロームブロック少量
２　極 暗 褐 色　ロームブロック中量
３　暗 褐 色　ローム粒子中量
４　暗 褐 色　ロームブロック中量，
５　黒 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子微量
６　極 暗 褐 色　ローム粒子中量

７　黒 色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
８　極 暗 褐 色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
９　暗 褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
10　黒 褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
11　褐 色　ロームブロック中量
12　褐 色　ロームブロック少量

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｍ３ 鏃 （9.24） 0.74 0.28 （7.7） 鉄 長頸鏃　鏃身部片刃　 床面 PL16

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ 22 双孔円板
未製品 2.4 2.6 0.5 5.0 滑石 両面一部研磨調整 覆土中 PL15

Ｑ 23 双孔円板
未製品ヵ 2.4 1.6 0.4 1.82 滑石 研磨調整　 覆土下層

－ 27 －



第 16図　第４号住居跡実測図
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遺物出土状況　土師器片 1362 点（坏 301，椀７，坩 77，高坏９，甕類 968），石製模造品６点（臼玉），滑石

片 11 点，焼成粘土塊４点が，北東部や南東部の覆土下層から集中して出土している。そのほか，混入した縄

文土器片２点（深鉢）が出土している。また，土器片には細片も多く，後世の撹乱による影響を受けている。

60・64 は北壁際，65 は東壁際，61・62 は南壁際の覆土下層からそれぞれ出土している。Ｑ 26 は中央部，Ｑ

27 は南西部，Ｑ 29 は北西部の覆土下層からそれぞれ出土している。Ｑ 28 は貯蔵穴内からの出土である。

所見　時期は，出土土器から５世紀中葉に比定できる。

第４号住居跡出土遺物観察表（第 17 図）

第 17図　第４号住居跡出土遺物実測図

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

60 土師器 坏 16.6 5.3 － 長石・石英・
雲母・細礫 にぶい褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナ

デ　内面摩滅調整不明 覆土下層 外面煤付着
100％

61 土師器 坏 ［15.1］ 5.7 2.4 長石・石英・
赤色粒子 にぶい赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナ

デ　内面ヘラナデ　底部ヘラ削り 覆土下層 40％

62 土師器 椀 12.6 6.2 3.6 長石・石英 にぶい赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ヘ
ラ磨き　内面ヘラ磨き　底部ヘラ削り 覆土下層 60％

63 土師器 椀 ［13.0］（7.8） － 長石・石英・
赤色粒子 赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　外 ･ 内面丁寧なナデ 覆土中 15％

64 土師器 坩 － （10.6） － 長石・石英・
雲母 赤褐 普通 体部外面下端ヘラ削り　体部外面丁寧なナデ　

内面摩滅調整不明 覆土下層 80％

65 土師器 甑 － （1.7） ［6.6］ 長石・石英・
赤色粒子 橙 普通 底部ヘラ削り後ナデ 覆土下層 ５％

番号 器　種 径 厚さ 孔径 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ 24 臼玉 0.5 0.2 0.2 0.09 滑石 両面平滑　円筒状　一方向からの穿孔 覆土中 PL15

Ｑ 25 臼玉 0.5 0.2 0.1 0.09 滑石 両面平滑　円筒状　一方向からの穿孔 覆土中 PL15

Ｑ 26 臼玉 0.5 0.3 0.2 0.18 滑石 両面平滑　円筒状　一方向からの穿孔 覆土下層 PL15

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 胎　　土 特　　　　徴 出土位置 備　考

DP ４ 不明土製品 3.5 3.7 1.4 15.3 長石・石英・
赤色粒子 ナデ　指頭痕　繊維質の圧痕 覆土中

60

64

63

DP４
Q24 Q25 Q26 Q27 Q28 Q29

65

61 62

０ ２㎝０ ２㎝

０ 10㎝

－ 29 －



位置　調査区北東部のＣ５e4 区，標高 20 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長軸 7.62 ｍ，短軸 6.22 ｍの長方形で，主軸方向はＮ－ 27 －゚Ｗである。壁高は 22 ～ 34㎝で，

外傾して立ち上がっている。

　第５号住居跡（第 18 ～ 21 図）

第 18図　第５号住居跡実測図（１）

番号 器　種 径 厚さ 孔径 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ 27 臼玉 0.5 0.3 0.2 0.10 滑石 両面平滑　円筒状　一方向からの穿孔 覆土下層 PL15

Ｑ 28 臼玉 0.5 0.3 0.2 0.12 滑石 両面平滑　円筒状　一方向からの穿孔 貯蔵穴
覆土下層 PL15

Ｑ 29 臼玉 0.5 0.3 0.1 0.11 滑石 両面平滑　円筒状　一方向からの穿孔 覆土下層 PL15
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炉１・２土層解説
１　暗 赤 褐 色　焼土粒子中量，ローム粒子少量 ２　暗 赤 褐 色　焼土ブロック中量，ローム粒子微量

ピット　５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ 12 ～ 61㎝で，規模や配置から主柱穴である。Ｐ５は深さ 12㎝で，南壁寄

りの中央部に位置していることから出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　６層に分層できる。多くの層にロームブロックや焼土や炭化物が含まれていることから埋め戻されて

いる。

土層解説　
１　黒 褐 色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２　褐 色　焼土ブロック・炭化物少量，ロームブロック微量
３　赤 褐 色　焼土粒子中量，ロームブロック微量

４　褐 色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
５　暗 褐 色　ローム粒子・焼土粒子微量
６　褐 色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片 727 点（坏 49，椀１，坩 16，高坏３，甕類 657，ミニチュア土器１），石器 1 点（紡錘車），

滑石片２点が，北東部や南東部，南西部付近の覆土下層から床面にかけてまとまって出土している。また，

出土した土器片には細片も多く，後世の撹乱による影響を受けている。72 は南東部の東壁際の床面から横位

でつぶれた状態で出土している。70・73 は南東部，74 は北東部の床面からそれぞれ出土している。69・76 は

北壁際，75 は北東部，67 は南東部寄り，66 は南壁際の覆土下層からそれぞれ出土している。71 は南東部寄

りの床面と南壁際，南西部寄りの覆土下層から出土した破片が接合したものである。Ｑ 30 は南東部の床面か

ら出土している。

所見　時期は，出土土器から５世紀中葉に比定できる。炭化材や焼土は，床面よりわずかに高い位置で確認

されており，まとまって出土している土器とともに埋め戻しの過程で投げ込まれたものと考える。

第 19図　第５号住居跡実測図（２）

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。壁下には壁溝が巡っており，北東部や南西部の壁際で焼土や

炭化材を確認した。

炉　２か所。炉１は中央部の北寄りに付設されている。長径 98㎝，短径 79㎝の楕円形で，床面と同じ高さの

地床炉である。炉床面は赤変硬化している。炉２は中央部に付設されている。推定される長径は 78㎝，短径

65㎝の楕円形で，床面と同じ高さの地床炉である。炉床面は赤変硬化している。
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第 20図　第５号住居跡出土遺物実測図（１）
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第 21図　第５号住居跡出土遺物実測図（２）

第５号住居跡出土遺物観察表（第 20・21 図）

　第６号住居跡（第 22 ～ 26 図）

位置　調査区南東部のＤ５h9 区，標高 20 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長軸 5.54 ｍ，短軸 5.40 ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 27 －゚Ｗである。壁高は 52 ～ 60㎝で，外

傾して立ち上がっている。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

66 土師器 坏 14.4 6.0 2.6 長石・石英・
細礫 赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ヘ

ラ磨き　内面ナデ 覆土下層 85％　PL10

67 土師器 坏 13.3 6.7 3.2 長石・石英 にぶい橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナ
デ　内面ヘラナデ 覆土下層 85％　PL10

68 土師器 坏 ［13.3］ 5.7 3.6 長石・石英・
赤色粒子 赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナ

デ　内面ヘラナデ 覆土中 60％

69 土師器 坏 ［14.0］ 5.9 3.7 長石・石英 明赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部内面ヘラ削り後ナ
デ　内面ヘラ磨き 覆土下層 40％

70 土師器 椀 12.9 11.4 4.6 長石・石英・
雲母 にぶい橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナ

デ　内面ヘラナデ　輪積痕 床面 外面煤付着
80％　PL12

71 土師器 壺 15.0 （11.5） － 長石・石英・
赤色粒子 明赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ヘ

ラナデ　内面ヘラナデ　輪積痕
覆土下層～

床面 10％

72 土師器 甕 16.3 （27.5） － 長石・石英・
赤色粒子 橙 普通

口縁部外・内面横ナデ　体部外面下位ヘラ削り
後横位のヘラナデ　体部外面上位縦位のヘラナ
デ　内面ヘラナデ　輪積痕

床面 90％

73 土師器 甕 ［15.0］（18.2） － 長石・石英 にぶい橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ヘ
ラナデ　内面ヘラナデ　輪積痕 床面 外面煤付着

20％
74 土師器 甕 15.9 （17.8） － 長石・石英 橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ヘ

ラナデ　内面ヘラナデ　輪積痕 床面 研磨痕
30％

75 土師器 甕 ［13.4］（17.1） － 長石・石英・
雲母 灰黄褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ヘ

ラナデ　内面ヘラナデ　輪積痕 覆土下層 内面煤付着
20％

76 土師器 ミニチュア
土器 9.1 4.5 4.5 長石・石英 明赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後丁

寧なナデ　内面ナデ 覆土下層 70％　PL ９

番号 器　種 径 厚さ 孔径 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ 30 紡錘車 5.0 1.1 0.8 （36.4） 滑石 両面に擦痕　側面に縦位の削り痕 床面 PL16
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第 22図　第６号住居跡実測図（１）
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第 23図　第６号住居跡実測図（２）

床　平坦で，中央部が踏み固められている。南壁の一部を除いた壁下には壁溝が巡っており，炉の周辺や東部・

南西部を中心に焼土や炭化材を確認した。

炉　３か所。炉１は中央部の北寄り，Ｐ１付近に付設されている。長径 76㎝，短径 49㎝の楕円形で，床面を

10㎝ほど掘りくぼめた地床炉である。炉床面は赤変硬化している。炉２は中央部北寄りに付設され，炉３に掘

り込まれている。長径 78㎝，短径 58㎝の楕円形で，床面を 7㎝ほど掘りくぼめた地床炉である。炉床面は赤

変硬化している。炉３は中央部北寄りのＰ４付近に付設され，炉２を掘り込んでいる。長径 50㎝，短径 45㎝

の円形で，床面を５㎝ほど掘りくぼめた地床炉である。炉床面は赤変硬化している。土層断面から，炉２から

炉 3 へ作り替えたと考えられる。炉１と炉２・３の新旧関係は不明である。

炉１土層解説
１　極暗赤褐色　焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化粒子微量
２　黒 褐 色　焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量

３　暗 褐 色　ローム粒子中量，焼土粒子微量
４　暗 赤 褐 色　焼土ブロック ･ 炭化粒子少量，ローム粒子微量

炉２土層解説
１　黒 褐 色　焼土ブロック少量，ローム粒子 ･ 炭化粒子微量
２　赤 褐 色　焼土ブロック中量，ローム粒子 ･ 炭化粒子微量

３　暗 赤 褐 色　焼土ブロック少量，ローム粒子微量

炉３土層解説
１　暗 褐 色　ローム粒子中量，焼土ブロック微量 ２　にぶい赤褐色　焼土ブロック中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量
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ピット　５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ 56 ～ 66㎝で，規模や配置から主柱穴である。Ｐ５は深さ 19㎝で，南壁寄

りの中央部に位置し，周辺が硬化ていることから出入り口施設に伴うピットと考えられる。

貯蔵穴　南東部に位置している。長軸 67㎝，短径 56㎝の長方形である。深さは 42㎝で，底面は皿状である。

壁は外傾して立ち上がっている。 

貯蔵穴土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック ･ 炭化粒子少量，焼土粒子微量
２　暗 褐 色　 ローム粒子中量，焼土ブロック少量，炭化粒子　

微量

３　暗 赤 褐 色　焼土ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

覆土　４層に分層できる。各層にロームブロックや焼土や炭化物が含まれていることから埋め戻されている。

土層解説　
１　暗 褐 色　ロームブロック微量
２　黒 褐 色　ロームブロック・焼土粒子微量

３　褐 色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
４　黒 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子 ･ 炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片 677 点（坏 225，坩 21，高坏 13，甕類 417，ミニチュア土器１），石製模造品１点（臼

玉），滑石片２点，焼成粘土塊４点が，北西側の覆土下層から床面にかけてまとまって出土している。また，

貯蔵穴周辺の覆土下層からもまとまって出土している。そのほか，混入した縄文土器片 11 点（深鉢）が出土

している。出土した土器片には細片も多く，後世の撹乱による影響を受けている。84 は北西部，86 は北壁際，

88 は西壁際の床面からそれぞれ出土している。82・85 は炉の周辺や中央部の床面から出土した破片が接合し

たものである。77 ～ 81・87 は貯蔵穴周辺の覆土下層からまとまって出土している。83 は北壁際の覆土下層

から出土している。Ｑ 31 は炉２の南側の床面から出土している。

所見　時期は，出土土器から５世紀中葉に比定できる。床面に炭化物の塊や焼土が点在していること，遺物

に二次焼成を受けているものがあることから焼失住居と考えられる。北西側の床面から出土した壺や甕はつ

ぶれた状態で出土しており，土器片の散在している状況から北西部から投棄されたと考えられる。

第 24図　第６号住居跡出土遺物実測図（１）
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第 25図　第６号住居跡出土遺物実測図（２）
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第６号住居跡出土遺物観察表（第 24 ～ 26 図）

第 26図　第６号住居跡出土遺物実測図（３）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

77 土師器 坏 15.4 6.0 2.8 長石・石英・
雲母 にぶい赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナ

デ　内面ナデ　底部ヘラ削り　 覆土下層 外・内面煤付着
75％　PL11

78 土師器 坏 11.5 5.7 3.8 長石・石英・
赤色粒子 橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナ

デ　内面摩滅調整不明　底部ヘラ削り後ナデ 覆土下層 外面煤付着
95％　PL ９

79 土師器 坏 ［13.1］ 5.1 － 長石・石英 にぶい褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ヘ
ラ磨き　内面丁寧なナデ 覆土下層 55％

80 土師器 坏 ［14.8］ 5.6 ［4.6］ 長石・石英 明赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナ
デ　内面ヘラナデ　底部ヘラ削り 覆土下層 外・内面煤付着

40％
81 土師器 坏 ［14.0］ 5.8 4.0 長石・石英 明赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナ

デ　内面ナデ　底部ヘラ削り 覆土下層 外・内面煤付着
35％

82 土師器 壺 20.0 39.5 9.8 長石・石英・
雲母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ヘ

ラ磨き　内面ヘラナデ　輪積痕　 床面 外面煤付着
70％ PL14

83 土師器 壺 13.0 （15.7） － 長石・石英・
雲母 橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ヘ

ラナデ　内面ヘラナデ 覆土下層 60％

84
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　第７号住居跡（第 27・28 図）

位置　調査区南西部のＤ４f8 区，標高 20 ｍほどの台地平坦部に位置している。

第 27図　第７号住居跡実測図

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

84 土師器 甕 15.6 25.8 4.2 長石・石英 にぶい黄橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後横
位のヘラナデ　内面摩滅調整不明　輪積痕 床面 外面煤付着

60％　PL13

85 土師器 甕 ［23.3］（28.1） － 長石・石英・
雲母 にぶい橙 普通

口縁部外・内面横ナデ　体部外面上位縦位のヘ
ラナデ後横位のヘラナデ　体部外面下位及び内
面摩滅調整不明

床面 外面煤付着
70％

86 土師器 甕 17.6 （20.0） － 長石・石英 橙 普通
口縁部外・内面横ナデ　体部外面中位ヘラ削り
後横位のヘラナデ　体部外面上位斜位のヘラナ
デ　内面ヘラナデ

床面 60％

87 土師器 甕 19.3 （19.4） － 長石・石英・
雲母 にぶい赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ヘ

ラナデ　内面ヘラナデ 覆土下層 外面煤付着
50％

88 土師器 ミニチュア
土器 8.3 4.5 5.0 長石・石英 橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ナデ　内面ヘ

ラナデ　底部ヘラ削り後ナデ 床面 95％　PL ９

番号 器　種 径 厚さ 孔径 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ 31 臼玉 0.5 0.3 0.2 0.12 滑石 両面平滑　円筒状　一方向からの穿孔 床面 PL15
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規模と形状　長軸 5.36 ｍ，短軸 3.66 ｍの長方形で，長軸方向はＮ－ 20 －゚Ｗである。壁高は 20 ～ 31㎝で，

外傾して立ち上がっている。

床　平坦であるが，硬化面は確認できなかった。壁際や中央部で焼土を確認した。

炉　３か所。炉１は中央部の北寄りに付設されている。長径 65㎝，短径は推定 53㎝の楕円形で，床面を 11㎝

ほど掘りくぼめた地床炉である。炉床面は第３層上面で赤変硬化している。炉２は，炉１の南側に付設されて

いる。長径 63㎝，短径は推定 55㎝の楕円形で，床面を９㎝ほど掘りくぼめた地床炉である。炉床面は第３層

上面で赤変硬化している。炉３は，中央部に付設されている。長径 53㎝，短径 46㎝の楕円形で，床面を７㎝

ほど掘りくぼめた地床炉である。炉床面は第３層上面で赤変硬化している。それぞれの新旧関係は不明である。

炉１～３土層解説
１　赤 褐 色　焼土ブロック中量，ロームブロック少量，炭化粒
　　　　　　　　子微量
２　赤 褐 色　焼土ブロック中量，ローム粒子微量

３　暗 赤 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック少量
４　褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子微量

ピット　北東部に位置している。深さ 31㎝で，性格不明である。

覆土　９層に分層できる。ロームブロックや焼土が含まれていることから埋め戻されている。

土層解説　
１　黒 褐 色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
２　暗 褐 色　ロームブロック・焼土粒子少量
３　褐 色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
４　にぶい橙色　焼土ブロック中量
５　褐 色　ロームブロック中量

６　にぶい褐色　焼土粒子中量，ロームブロック少量
７　橙 色　焼土ブロック中量
８　褐 色　ロームブロック少量
９　褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子微量

第 28図　第７号住居跡出土遺物実測図
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第７号住居跡出土遺物観察表（第 28 図）

遺物出土状況　土師器片 480 点（坏 76，椀２，坩７，高坏２，甕類 393），が，北・南・西の各壁側の覆土中

層から下層にかけて出土している。そのほか，混入した縄文土器片２点（深鉢）が出土している。また，出

土した土器片には細片も多く，後世の撹乱による影響を受けている。93 は南壁際，91 は北西部の覆土下層か

ら出土している。89 は南壁際の覆土中層から出土している。92・94 は北西部の覆土上層から出土している。

90 は北東部と北西部の覆土上層から下層にかけて出土した破片が接合したものである。

所見　時期は，出土土器から５世紀中葉に比定できる。炭化材は確認されていないが，壁際や中央部から焼

土が確認されていることから焼失住居の可能性がある。土器片は焼土の上から出土しており，焼却した後に

投棄されたと考えられる。

　第８号住居跡（第 29 ～ 32 図）

位置　調査区北西部のＣ４a5 区，標高 20 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長軸 3.48 ｍ，短軸 3.24 ｍの方形で，長軸方向はＮ－ 70 －゚Ｗである。壁高は 38 ～ 45㎝で，外

傾して立ち上がっている。

床　平坦で，中央部が踏み固められている。

炉　中央部の東寄りに付設されている。長径 68㎝，短径 46㎝の不整楕円形で，床面を６㎝ほど掘りくぼめた

地床炉である。炉床面は赤変硬化している。

炉土層解説
１　暗 赤 褐 色　焼土ブロック中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量 ２　赤 褐 色　焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量

ピット　南東部に位置している。深さ 25㎝で，性格不明である。

貯蔵穴　南西部に位置している。長径 60㎝，短径 55㎝の円形である。深さは 32㎝で，底面は皿状である。壁

は外傾して立ち上がっている。
貯蔵穴土層解説
１　暗 褐 色　ローム粒子 ･ 焼土粒子・炭化粒子微量 ２　明 褐 色　ロームブロック少量

覆土　６層に分層できる。各層にロームブロックが含まれていることから埋め戻されている。

土層解説　
１　黒 色　ロームブロック・炭化粒子少量
２　暗 褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
３　黒 褐 色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

４　褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
５　暗 褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
６　暗 褐 色　ロームブロック中量，炭化物少量，焼土粒子微量

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

89 土師器 坏 15.0 5.7 － 長石・石英・
赤色粒子 にぶい橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナ

デ　内面ヘラナデ 覆土中層 80％　PL10

90 土師器 椀 14.1 9.8 4.2 長石・石英 橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナ
デ　内面ヘラナデ　輪積痕

覆土上層～
下層

外面煤付着
95％　PL12

91 土師器 椀 ［13.8］ 12.0 6.6 長石・石英 にぶい褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナ
デ　内面ヘラナデ 覆土下層 外・内面煤付着

50％
92 土師器 高坏 ［24.4］（9.1） － 長石・石英 明赤褐 普通 坏部口縁外・内面丁寧な横ナデ　外面摩滅調整不

明　外面下端ヘラ削り後ナデ　内面ヘラ磨き 覆土上層 30％

93 土師器 壺 ［13.2］（8.1） － 長石・石英・
雲母 にぶい赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ヘ

ラナデ　内面ヘラナデ　輪積痕 覆土下層 20％

94 土師器 甕 ［15.8］（11.0） － 長石・石英・
雲母 橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナ

デ　内面ヘラナデ　輪積痕 覆土上層 外面煤付着
20％

－ 41 －



遺物出土状況　土師器片 132 点（坏３，坩 11，甕類 118），石器 1 点（紡錘車）が出土している。95 は破片の

状態で中央部の床面から出土している。96 は正位で，102 は横位で中央部の床面からそれぞれ出土している。

100 は横位で，103 は口縁部を下にした斜位で南西部の床面からそれぞれ出土している。104 は中央部の覆土

下層から床面にかけて出土した破片が接合したものである。99・105 は貯蔵穴の底面から横位で重なり，つぶ

れた状態で出土している。98 は炉の西側，101 は南東部の覆土下層からまとまって出土した破片がそれぞれ

接合したものである。97 は東壁際の覆土下層から横位で出土している。Ｑ 32 は南西部の床面から出土してい

る。

所見　時期は，出土土器から５世紀中葉に比定できる。８個体の甕が出土しており，完存率が高いこと，出

土状況は横位や斜位が多く，口縁部を中央部に向けていることなどから，覆土第４～６層が埋め戻される過

程で投棄されたと考えられる。

第 29図　第８号住居跡実測図
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第 30図　第８号住居跡出土遺物実測図（１）
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第 31図　第８号住居跡出土遺物実測図（２）
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第 32図　第８号住居跡出土遺物実測図（３）
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第８号住居跡出土遺物観察表（第 30 ～ 32 図）

位置　調査区南東部のＥ５c9 区，標高 20 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　南東部が調査区域外へ延びているが，長軸 7.50 ｍ，短軸 7.22 ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 23 ゜

－Ｗである。壁高は 46 ～ 54㎝で，外傾して立ち上がっている。

床　平坦で，中央部が踏み固められている。西壁の一部を除いて壁下には壁溝が巡っている。北壁際や南西

部で焼土を確認した。南東部は調査区域外であるため確認できなかった。

炉　３か所。炉１は中央部の北寄りに付設されている。長径 85㎝，短径 48㎝の楕円形で，床面を７㎝ほど掘

りくぼめた地床炉である。炉床面は第３層上面で赤変硬化している。炉２は炉１の南側に付設されている。長

径 48㎝，短径 40㎝の楕円形で，床面を４㎝ほど掘りくぼめた地床炉である。炉床面は第３層上面で赤変硬化

している。炉３は中央部のやや西寄りに付設されている。長径 35㎝，短径 33㎝の円形で，床面を５㎝ほど掘

りくぼめた地床炉である。炉床面は赤変硬化している。それぞれの炉の新旧関係は不明である。

　第９号住居跡（第 33・34 図）

炉１～３土層解説
１　褐 色　焼土粒子少量，炭化粒子微量
２　褐 色　焼土粒子中量

３　暗 赤 褐 色　焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量
４　暗 褐 色　ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量

覆土　６層に分層できる。多くの層にロームブロックが含まれていることから埋め戻されている。
土層解説　
１　黒 褐 色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２　暗 褐 色　ローム粒子・焼土粒子微量
３　褐 色　ロームブロック少量

４　暗 褐 色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
５　暗 褐 色　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子微量
６　暗 褐 色　ローム粒子微量

遺物出土状況　土師器片 233 点（坏 107，坩２，高坏 17，甕類 107），石製模造品２点（双孔円板），滑石片１点，

焼成粘土塊１点が出土している。そのほか，混入した縄文土器片５点（深鉢）が出土している。また，出土

した土器片には細片も多く，後世の撹乱による影響を受けている。106・108 は北東部の床面からそれぞれ出

土している。107 は北東部の覆土下層から出土した破片が接合したものである。Ｑ 33 は北東部の覆土下層か

ピット　５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ 51 ～ 67㎝で，規模や配置から主柱穴である。Ｐ５は深さ 14㎝で，南壁寄

りの中央部に位置していることから出入り口施設に伴うピットと考えられる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

95 土師器 坏 ［15.6］ 5.9 4.4 長石・石英・
雲母 にぶい褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナ

デ　内面摩滅調整不明 床面 40％

96 土師器 坩 － （12.0） 2.8 長石・石英・
赤色粒子 にぶい赤褐 普通 体部外面下端ヘラ削り　体部外面ヘラ磨き　内

面摩滅調整不明 床面 80％

97 土師器 坩 － （10.6） 5.6 長石・石英・
雲母 赤褐 普通 体部外面ヘラ削り後丁寧なナデ　輪積痕 覆土下層 80％

98 土師器 甕 17.5 30.3 8.2 長石・石英 橙 普通
口縁部外・内面横ナデ　体部外面下位ヘラ削り
体部外面上位ヘラ削り後ヘラナデ　内面ヘラナ
デ　輪積痕

覆土下層 75％　PL13

99 土師器 甕 19.0 28.4 8.4 長石・石英・礫 橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面下端ヘラ削り
後ナデ　外・内面摩滅調整不明　輪積痕 貯蔵穴底面 外・内面煤付着

80％
100 土師器 甕 ［20.4］ 27.4 7.6 長石・石英・

雲母 明赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ヘ
ラナデ　内面ヘラナデ　輪積痕　 床面 80％　PL13

101 土師器 甕 20.2 25.6 8.4 長石・石英・
赤色粒子 明赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ヘ

ラナデ　内面ヘラナデ　輪積痕 覆土下層 60％　PL14

102 土師器 甕 － （30.0） 8.0 長石・石英 にぶい黄橙 普通
口縁部外・内面横ナデ　体部外面下位横位のヘ
ラナデ　体部外面上位斜位のヘラナデ　内面ヘ
ラナデ　輪積痕

床面 80％

103 土師器 甕 15.3 （27.0） － 長石・石英・
赤色粒子 にぶい黄橙 普通

口縁部外・内面横ナデ　体部外面下端ヘラ削り
後ナデ　体部外面下位横位のヘラナデ　体部外
面上位縦位のヘラナデ　内面ヘラナデ　輪積痕

床面 外面煤付着
90％　PL13

104 土師器 甕 17.5 （23.6） － 長石・石英・
雲母 にぶい褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後横

位のヘラナデ　内面ヘラナデ　輪積痕
覆土下層～

床面 65％

105 土師器 甕 20.4 15.0 7.2 長石・石英・
赤色粒子 にぶい橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナ

デ　内面ヘラナデ　輪積痕 貯蔵穴底面 外・内面煤付着
95％　PL13

番号 器　種 径 厚さ 孔径 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ 32 紡錘車 4.5 1.2 0.7 31.8 滑石 上面同心円状の線刻後放射状の線刻　放射状の線刻間に短い線
刻　側面Ｖ字状の線刻　底面丁寧な研磨 床面 PL16

－ 46 －



第 33図　第９号住居跡実測図

ら出土している。

所見　時期は，出土土器から５世紀中葉に比定できる。焼土は床面よりわずかに高い位置で確認されており，

埋め戻しの過程で土器とともに投棄されたと考えられる。
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第９号住居跡出土遺物観察表（第 34 図）

第 34図　第９号住居跡・出土遺物実測図

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

106 土師器 坏 14.2 5.8 － 長石・石英 明赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナ
デ　内面ナデ 床面 65％

107 土師器 高坏 19.8 （13.4） － 長石・石英 赤 普通 坏部口縁部外・内面横ナデ　外面及び脚部外面
ヘラナデ後ナデ　内面ナデ　脚部内面指頭痕　 覆土下層 60％　PL12

108 土師器 高坏 21.6 （8.6） － 長石・石英 赤褐 普通 坏部口縁部外面横ナデ　口縁部内面横位のヘラ磨
き　外面縦位のヘラ磨き　内面斜位のヘラ磨き 床面 45％　PL12

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ 33 双孔円板 2.0 2.4 0.25 2.02 滑石 全面研磨調整　孔径 0.13 ～ 0.15㎝　一方向からの穿孔 覆土下層 PL15

Ｑ 34 双孔円板 （3.4） （1.15） 0.35 （2.3） 滑石 研磨調整　孔径 0.15㎝　一方向からの穿孔 覆土中
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　第 10 号住居跡（第 35・36 図）

位置　調査区南東部のＥ５d5 区，標高 20 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長軸 5.65 ｍ，短軸 5.08 ｍの長方形で，主軸方向はＮ－５ －゚Ｗである。壁高は 36 ～ 52㎝で，外

傾して立ち上がっている。

床　平坦で，柱穴や炉の周りが踏み固められている。西壁側で炭化材を確認した。

第 35図　第 10 号住居跡実測図
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炉２土層解説
１　赤 褐 色　焼土粒子中量，ローム粒子少量 ２　褐 色　焼土粒子中量，ローム粒子微量

ピット　３か所。Ｐ１・Ｐ２は，深さ 24・15㎝で，規模や配置から主柱穴である。Ｐ３は，深さ 21㎝で，南

壁寄りに位置していることから出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　５層に分層できる。各層にロームブロックが含まれ，不規則な堆積状況を示していることから埋め戻

されている。

土層解説　
１　暗 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　黒 褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
３　黒 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

４　暗 褐 色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
５　褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片 240 点（坏 12，高坏 16，甕類 212），石製模造品１点（双孔円板），鉄製品２点（鎌１，

不明１），滑石片１点が出土している。また，出土した土器片には細片も多く，後世の撹乱による影響を受け

ている。110 は北壁際の床面から出土している。109 は北西部と北壁側の覆土下層から出土した破片が接合し

たものである。Ｑ 35，Ｍ４は南東部の覆土下層からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から５世紀中葉に比定できる。炭化材は床面よりわずかに高い位置で確認されており，

埋め戻しの過程で土器とともに投棄されたと考えられる。

炉１土層解説
１　明 赤 褐 色　焼土ブロック中量，ローム粒子微量 ２　暗 赤 褐 色　焼土粒子中量，ローム粒子少量

炉　２か所。炉１は北東部に付設されている。長径は推定 78㎝，短径 62㎝の楕円形で，床面を７㎝ほど掘り

くぼめた地床炉である。炉床面は赤変硬化している。炉２は中央部の東寄りに付設されている。北部に撹乱を

受けているため，長径は 49㎝で，短径は 23㎝しか確認できなかった。床面をわずかに掘りくぼめた地床炉で，

炉床面は赤変硬化している。それぞれの炉の新旧関係は不明である。

第 36図　第 10 号住居跡出土遺物実測図
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第 10 号住居跡出土遺物観察表（第 36 図）

　第 11 号住居跡（第 37・38 図）

位置　調査区南東部のＤ５i4 区，標高 20 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長軸 4.45 ｍ，短軸 4.15 ｍの方形で，長軸方向はＮ－ 81 －゚Ｅである。壁高は 14 ～ 17㎝で，外

傾して立ち上がっている。

第 37図　第 11 号住居跡実測図

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

109 土師器 坏 ［14.8］ 5.7 2.2 長石・石英 にぶい橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナ
デ　内面ヘラナデ 覆土下層 40％

110 土師器 高坏 － （3.9） － 長石・石英 明赤褐 普通 坏部外面ナデ　内面指頭によるナデ　輪積痕 床面 研磨痕
15％

111 土師器 甕 16.6 （10.0） － 長石・石英 にぶい橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ヘ
ラナデ　内面ヘラナデ　輪積痕　 覆土中 20％

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ 35 双孔円板 2.6 2.9 0.4 5.75 滑石 全面研磨調整　孔径 0.2 ～ 0.25㎝　一方向からの穿孔 覆土下層 PL15

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｍ４ 鎌 （15.2） 3.9 0.2 （34.1） 鉄 端部全面折り返し 覆土下層 PL16
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炉土層解説
１　赤 褐 色　焼土粒子多量，ローム粒子微量
２　にぶい赤褐色　焼土粒子中量，炭化粒子微量
３　明 赤 褐 色　焼土ブロック多量，炭化粒子微量

４　にぶい赤褐色　焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
５　暗 褐 色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量

覆土　４層に分層できる。多くの層にロームブロックが含まれていることから埋め戻されている。

土層解説　
１　黒 褐 色　ロームブロック・焼土粒子微量
２　褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

３　にぶい褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
４　にぶい褐色　ロームブロック微量

床　平坦であるが，硬化面は確認できなかった。北側半分の壁下には壁溝が巡っている。炉の南西側で焼土

を確認した。

炉　中央部の南東寄りに付設されている。長径 54㎝，短径 47㎝の楕円形で，床面を５㎝ほど掘りくぼめた地

床炉である。炉床面は第５層上面で赤変硬化している。

第 38図　第 11 号住居跡出土遺物実測図
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遺物出土状況　土師器片 496 点（坏 24，坩 20，高坏 11，甕類 441），石器１点（紡錘車），滑石片１点が，中

央部及び北東部の覆土下層から出土している。また，出土した土器片には細片も多く，後世の撹乱による影

響を受けている。113・114 は，それぞれ中央部の覆土下層から出土した破片が接合したものである。

所見　時期は，出土土器から５世紀中葉に比定できる。焼土は床面よりわずかに高い位置で確認されており，

埋め戻しの過程で土器とともに投棄されたと考えられる。

第 11 号住居跡出土遺物観察表（第 38 図）

　第 12 号住居跡（第 39・40 図）

位置　調査区南西部のＤ４g6 区，標高 20 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長軸 3.15 ｍ，短軸 2.67 ｍの長方形で，長軸方向はＮ－ 68 －゚Ｅである。壁高は 17 ～ 22㎝で，

外傾して立ち上がっている。

第 39図　第 12 号住居跡実測図

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

112 土師器 甕 17.2 （26.2） － 長石・石英・
雲母 灰黄褐 普通

口縁部外・内面横ナデ　体部外面上位斜位のヘ
ラナデ　体部外面下位横位のヘラナデ　内面ヘ
ラナデ　輪積痕

覆土中 40％

113 土師器 甕 17.0 （17.6） － 長石・石英・
雲母 にぶい褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外・内面ヘラナデ 覆土下層 30％

114 土師器 甕 ［14.6］（7.7） － 長石・石英 橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外・内面ヘラナデ 覆土下層 15％

番号 器　種 径 厚さ 孔径 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ 36 紡錘車 4.2 1.4 0.7 （37.3） 滑石 側面に縦位の削り痕　底面に渦巻き状の擦痕 覆土中 PL16
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第 12 号住居跡出土遺物観察表（第 40 図）

遺物出土状況　土師器片 739 点（坏 42，坩３，高坏２，甕類 692）が，南東部を除いた範囲の覆土下層から

床面にかけて出土している。また，出土した土器片には細片も多く，後世の撹乱による影響を受けている。

115 は中央部北寄り，117 は東壁側，116 は北西部の覆土下層からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から５世紀中葉に比定できる。出土状況から，土器は第３層が埋め戻されるのと同

時に投棄されたと考えられる。

土層解説　
１　黒 褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子少量
２　暗 褐 色　ロームブロック中量

３　褐 色　ローム粒子中量

覆土　３層に分層できる。各層にロームブロックが含まれていることから埋め戻されている。

炉土層解説
１　暗 赤 褐 色　焼土ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量
２　赤 褐 色　焼土ブロック中量，炭化粒子微量

３　褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子微量
４　褐 色　ローム粒子・焼土粒子微量

床　平坦であるが，硬化面は確認できなかった。

炉　中央部北寄りに付設されている。北部に撹乱を受けているため，長径は 63㎝で，短径は 24㎝しか確認で

きなかった。床面を９㎝ほど掘りくぼめた地床炉で，炉床面は第３層上面で赤変硬化している。

第 40図　第 12 号住居跡出土遺物実測図

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

115 土師器 甕 ［17.9］（12.9） － 長石・石英 橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラナデ　内
面ヘラナデ 覆土下層 20％
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　第 13 号住居跡（第 41 ～ 43 図）

位置　調査区北西部のＣ４b2 区，標高 20 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長軸 6.21 ｍ，短軸 4.57 ｍの長方形で，長軸方向はＮ－ 58 －゚Ｅである。壁高は 21 ～ 34㎝で，

外傾して立ち上がっている。

床　平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には壁溝が巡っており，北東部や南東壁際で炭化材や焼土，

粘土塊を確認した。

第 41図　第 13 号住居跡実測図

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

116 土師器 甕 ［18.2］（11.6） － 長石・石英 橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外・内面ヘラナデ 覆土下層 10％

117 土師器 甕 ［20.2］（5.9） － 長石・石英 にぶい黄橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　輪積痕 覆土下層 研磨痕
10％

118 土師器 甕 ［20.4］（8.6） － 長石・石英・
赤色粒子 明赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外・内面ヘラナデ

輪積痕　 覆土中 ５％

20.2m

19.8m

20.0m 124 121 119 120123 122Q37

124

121
119

120

122 123

貯蔵穴

Q37

B D
D
'

B'

A E E'

F F'

C C'

A'

C

A

F

F'

B

B'

D

D
'

E
E'

A'

C'

１
１

１
１

１
１

１
１

２
２

２
２

２
２

３

３
３

３
２

K
K

K
K

K
K

K
K

3 3 3

3

２

２

２ ２
１

１

１
１

４

K

C4b2

０ ２ｍ

０ １ｍ

－ 55 －



遺物出土状況　土師器片 247 点（坏 44，椀１，坩４，高坏 13，甕類 185），石器１点（紡錘車），焼成粘土塊

１点が出土している。また，出土した土器片には細片も多く，後世の撹乱による影響を受けている。119 は炉

の東側，122 は中央部の床面からそれぞれ出土している。123 は中央部の床面から出土した破片が接合したも

のである。121・124 は西部の覆土下層から出土している。120 は北部の覆土中層から出土している。Ｑ 37 は

南部の覆土下層から出土している。

所見　時期は，出土土器から５世紀中葉に比定できる。壁際の床面に炭化材や焼土が確認されたことから焼

失住居と考えられる。出土状況から，土器は第３層が埋め戻されるのと同時に投棄されたと考えられる。

土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２　黒 褐 色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量

３　暗 褐 色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量

覆土　３層に分層できる。各層にロームブロックや焼土ブロック，炭化物が含まれていることから埋め戻さ

れている。

貯蔵穴土層解説
１　黒 褐 色　焼土粒子少量，ロームブロック・炭化粒子微量
２　暗 褐 色　ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量

３　暗 赤 褐 色　 焼土ブロック中量，ロームブロック少量，炭化物
微量

４　褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

貯蔵穴　南東部に位置している。長径 53㎝，短径 45㎝の楕円形である。深さは 25㎝で，底面は皿状である。

壁は外傾して立ち上がっている。 

炉土層解説
１　暗 赤 褐 色　焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子微量 ２　暗 赤 褐 色　焼土ブロック中量，ローム粒子少量

炉　中央部北寄りに付設されている。長径 71㎝，短径は推定 65㎝の楕円形で，床面を８㎝ほど掘りくぼめた

地床炉である。炉床面は赤変硬化している。

第 42図　第 13 号住居跡出土遺物実測図（１）
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第 13 号住居跡出土遺物観察表（第 42・43 図）

位置　調査区北西部のＣ３f8 区，標高 20 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長軸 4.03 ｍ，短軸 3.71 ｍの方形で，長軸方向はＮ－ 73 －゚Ｅである。残存している壁高は６～

10㎝で，外傾して立ち上がっている。

床　平坦であるが，硬化面は確認できなかった。

炉　中央部東寄りに付設されている。長径 51㎝，短径は推定 47㎝の円形で，床面をわずかに掘りくぼめた地

床炉である。炉床面は第２層上面で赤変硬化している。

　第 14 号住居跡（第 44・45 図）

炉土層解説
１　暗 褐 色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量 ２　暗 赤 褐 色　焼土ブロック中量，ローム粒子少量

覆土　２層に分層できる。ロームブロックが含まれ，不規則な堆積状況を示していることから埋め戻されて

いる。
土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子微量 ２　褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片 104 点（坏 14，坩 13，甕類 77）が出土している。出土した土器片には細片も多く，

後世の撹乱による影響を受けている。125・127 は北西部の床面から出土している。

所見　時期は，出土土器から５世紀中葉に比定できる。

第 43図　第 13 号住居跡出土遺物実測図（２）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

119 土師器 坏 16.0 4.9 － 長石・石英・
雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナ

デ　内面摩滅調整不明 床面 55％

120 土師器 坏 ［14.2］ 5.4 － 長石・石英・
赤色粒子 にぶい黄橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ヘ

ラナデ　内面ヘラナデ 覆土中層 30％

121 土師器 坏 ［15.0］（5.6） － 長石・石英・
赤色粒子 橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外・内面ヘラナデ 覆土下層 30％

122 土師器 椀 11.6 6.1 ［3.0］ 長石・石英 にぶい赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナ
デ　内面摩滅調整不明 床面 外面煤付着

40％
123 土師器 甕 ［17.8］（14.2） － 長石・石英 にぶい橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外・内面ヘラナデ

輪積痕 床面 20％

124 土師器 甕 ［14.8］（17.3） － 長石・石英・
赤色粒子 橙 普通

口縁部外・内面横ナデ　体部外面中位横位のヘ
ラナデ　体部外面上位斜位のヘラナデ　内面ヘ
ラナデ　輪積痕　

覆土下層 30％

番号 器　種 径 厚さ 孔径 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ 37 紡錘車 5.8 1.4 0.9 71.4 滑石 側面に縦位の削り痕　底面に２重円の線刻後渦巻き状の線刻 覆土下層 PL16

123 ０ 10㎝

－ 57 －



第 44図　第 14 号住居跡・出土遺物実測図
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第 14 号住居跡出土遺物観察表（第 44・45 図）

第 45図　第 14 号住居跡出土遺物実測図

　第 15 号住居跡（第 46 ～ 49 図）

位置　調査区西部のＣ３i8 区，標高 20 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長軸 6.88 ｍ，短軸 5.63 ｍの長方形で，主軸方向はＮ－ 14 －゚Ｗである。壁高は 18 ～ 25㎝で，

外傾して立ち上がっている。

床　平坦で，柱穴の周りや貯蔵穴付近が踏み固められている。壁下には壁溝が巡っており，北西部や西壁際，

炉の周辺で焼土や炭化材を確認した。

炉　４か所。炉１は中央部の北寄りに付設されている。長径 93㎝，短径は推定 69㎝の楕円形で，床面を 10㎝

ほど掘りくぼめた地床炉である。炉床面は赤変硬化している。炉２は中央部に付設されている。南東部に撹乱

を受けているため，長径は 39㎝で，短径は 21㎝しか確認できなかった。床面を８㎝ほど掘りくぼめた地床炉で，

炉床面は赤変硬化している。炉３は中央部南寄りに付設されてる。長径 39㎝，短径 36㎝の円形で，床面を６

㎝ほど掘りくぼめた地床炉である。炉床面は赤変硬化している。炉４は中央部の西寄りに付設されている。長

径 57㎝，短径は推定 46㎝の楕円形で，床面を７㎝ほど掘りくぼめた地床炉である。炉床面は赤変硬化している。

それぞれの新旧関係は不明である。

炉１・４土層解説
１　暗 赤 褐 色　焼土ブロック中量，炭化粒子微量 ２　暗 赤 褐 色　焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子微量

炉２・３土層解説
１　暗 赤 褐 色　焼土ブロック中量，炭化粒子微量 ２　にぶい赤褐色　焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

125 土師器 坏 15.4 7.3 － 長石・石英 明赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ヘ
ラナデ　内面ヘラナデ 床面 外・内面煤付着

45％
126 土師器 坏 15.6 6.5 － 長石・石英・

雲母・赤色粒子 にぶい赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ヘ
ラ磨き　内面ヘラ磨き 覆土中 外面煤付着

40％

127 土師器 甕 16.6 22.6 6.8 長石・石英・雲母・
赤色粒子・礫 にぶい褐 普通

口縁部外・内面横ナデ　体部外面下位ヘラ削り
後横位のヘラナデ　体部外面上位斜位のヘラナ
デ　内面ヘラナデ　輪積痕　

床面 外面煤付着
90％　PL13

128 土師器 甕 16.0 （16.4） － 長石・石英 にぶい橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外・内面ヘラナデ
輪積痕 覆土中 30％

129 土師器 甕 14.4 （10.4） － 長石・石英 橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外・内面ヘラナデ 覆土中 外面煤付着
35％

128

129

０ 10㎝

－ 59 －



第 46図　第 15 号住居跡実測図
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第 47図　第 15 号住居跡・出土遺物実測図

ピット　４か所。Ｐ１～Ｐ４は，深さ 82 ～ 102㎝で，規模や配置から主柱穴である。

貯蔵穴　南壁の西寄りに位置している。長径 67㎝，短径 58㎝の楕円形である。深さは 56㎝で，底面は皿状で

ある。壁は外傾して立ち上がっている。 

貯蔵穴土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
２　暗 褐 色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

３　極 暗 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

覆土　５層に分層できる。各層にロームブロックや焼土，炭化物が含まれていることから埋め戻されている。

土層解説
１　極 暗 褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子少量
２　黒 褐 色　ロームブロック・焼土粒子少量
３　暗 褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

４　暗 褐 色　ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
５　褐 色　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片 328 点（坏 68，坩２，高坏２，甕類 256），石器１点（砥石），石製模造品２点（臼玉２），

臼玉未製品２点，滑石片１点が，北壁側と南壁側の覆土下層から床面にかけて出土している。また，出土し

た土器片には細片も多く，後世の撹乱による影響を受けている。130 は北西部の床面から正位で出土している。

135・136 は北壁側，134 は南壁の貯蔵穴付近の床面からそれぞれ出土している。131・132・137 は北西部の覆

土下層からそれぞれ出土している。138 は南東部の覆土下層から潰れた状態で出土している。133 は貯蔵穴覆

土上層と中層から出土した破片が接合したものである。Ｑ 42 はＰ２東側の床面から，Ｑ 38 は南東部の覆土

下層からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から５世紀中葉に比定できる。北西部や西壁際から焼土が確認されたこと，炭化材

の出土状況などから焼失住居と考えられる。出土状況から，土器は第３層が埋め戻されるのと同時に北西側

や南東側部から投棄されたと想定される。
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第 48図　第 15 号住居跡出土遺物実測図（１）
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第 49図　第 15 号住居跡出土遺物実測図（２）

第 15 号住居跡出土遺物観察表（第 47 ～ 49 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

130 土師器 坏 14.9 6.0 3.4 長石・石英 にぶい赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナ
デ　内面ヘラ磨き 床面 95％　PL10

131 土師器 坏 15.0 5.5 3.6 長石・石英・礫 にぶい赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナ
デ　内面摩滅調整不明 覆土下層 95％

132 土師器 坏 14.0 6.1 － 長石・石英 にぶい赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナ
デ　内面ナデ　 覆土下層 80％　PL10

133 土師器 坏 14.8 6.5 － 長石・石英 にぶい橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナ
デ　体部外面二次焼成よる赤彩剥離　内面ナデ

貯蔵穴
覆土上層～

中層
80％　PL10

134 土師器 坏 ［15.3］ 6.1 3.1 長石・石英・
赤色粒子 赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナ

デ　内面ナデ 床面 外・内面煤付着
45％

135 土師器 坩 9.8 13.4 － 長石・石英 明褐 普通
口縁部外・内面横ナデ　体部外面下位ヘラ削り
後ヘラナデ　体部外面上位ナデ　内面ナデ　輪
積痕

床面 95％　PL12

136 土師器 坩 － （10.6） 3.2 長石・石英 赤 普通 体部外面下位ヘラ削り後ナデ　体部外面上位ヘ
ラ磨き　内面ナデ　輪積痕 床面 外面煤付着

70％
137 土師器 甕 ［17.6］ 31.3 7.6 長石・石英・

雲母 にぶい橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ヘ
ラナデ　内面ヘラナデ　 覆土下層 50％　

138 土師器 甕 － （34.4） 9.7 長石・石英・
雲母 にぶい黄橙 普通 体部外面ヘラ削り後ヘラナデ　内面摩滅調整不

明　輪積痕 覆土下層 70％

番号 器　種 径 厚さ 孔径 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ 39 臼玉 0.5 0.3 0.2 （0.12） 滑石 両面平滑　円筒状　一方向からの穿孔 覆土中 PL15

Ｑ 40 臼玉 0.5 0.2 0.2 0.12 滑石 両面平滑　円筒状　一方向からの穿孔 覆土中 PL15

Ｑ 41 臼玉未製品 0.8 0.4 － 0.32 滑石 両面平滑　側面に研磨痕 覆土中 PL15

Ｑ 42 臼玉未製品 0.7 0.4 － 0.27 滑石 両面平滑　側面に研磨痕 床面 PL15

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ 38 砥石 20.1 4.1 4.5 389.0 砂岩 砥面６面　両端部玉砥石に転用ヵ 覆土下層

Q38

Q39 Q40 Q41 Q42

０ ２㎝

０ 10㎝

－ 63 －



土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック少量
２　黒 褐 色　ロームブロック少量

３　黒 褐 色　ローム粒子少量
４　暗 褐 色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

　第１号土坑（第50～52図）

位置　調査区北西部のＣ４f5 区，標高 20 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状　長径 1.79 ｍ，短径 1.65 ｍの円形である。深さは 53cm で，底面は平坦であり，壁は外傾して立

ち上がっている。

覆土　４層に分層できる。ロームブロックや炭化物が含まれていることから埋め戻されている。

遺物出土状況　土師器片 552 点（坏 80，高坏 13，

甕類 459），須恵器１点（甕）が，中央部の覆土下

層から底面にかけてまとまって出土している。ま

た，出土した土器片には撹乱によって破損した細

片も多く，坏片や高坏片は復元することができな

かった。139・140 は中央部の覆土下層から出土し

た破片が接合したものである。141 は中央部の覆土

下層から底面にかけて出土した破片が接合したも

のである。

所見　時期は，出土土器から５世紀中葉に比定で

きる。覆土下層から底面にかけて多量の土器片が

出土していることから廃棄土坑と考えられる。

　（2）　土坑

第 50図　第１号土坑実測図

表２　古墳時代　竪穴住居跡一覧表

番号 位 置 平面形 主軸（長軸）方向
規　模 壁 高

（㎝）
床面 壁溝

内　部　施　設
覆土 主な出土遺物 時　期

備　考

重複関係（古→新）長軸×短軸（ｍ） 主柱穴 出入口 ピット 炉・竈 貯蔵穴

１ Ｃ５a1 方形 Ｎ－ 21°－Ｗ 6.23 × 5.88 46 ～ 51 平坦 全周 ４ １ ２ 炉２ １ 人為 土師器，須恵器，土玉，
紡錘車 ５世紀中葉

２ Ｃ４j3 方形 Ｎ－ 13°－Ｗ 7.25 × 7.02 45 ～ 64 平坦 一部 ４ １ － 炉 3 １ 人為 土師器，須恵器，紡錘車，
双孔円板，鉄鏃，刀子 ５世紀中葉

３ Ｄ４c5 方形 Ｎ－ 26°－Ｗ 7.28 × 7.17 44 ～ 58 平坦 全周 ６ １ 1 炉１ １ 人為 土師器，紡錘車，臼玉，
双孔円板，鉄鏃 ５世紀中葉

４ Ｄ５g3 長方形 Ｎ－ 26°－Ｗ 6.90 × 6.12 22 ～ 32 平坦 全周 3 １ 1 炉５ １ 人為 土師器，臼玉 ５世紀中葉

５ Ｃ５e4 長方形 Ｎ－ 27°－Ｗ 7.62 × 6.22 22 ～ 34 平坦 全周 ４ １ － 炉２ － 人為 土師器，紡錘車 ５世紀中葉

６ Ｄ５h9 方形 Ｎ－ 27°－Ｗ 5.54 × 5.40 52 ～ 60 平坦 ほぼ
全周 ４ １ － 炉３ １ 人為 土師器，臼玉 ５世紀中葉

７ Ｄ４f8 長方形 Ｎ－ 20°－Ｗ 5.36 × 3.66 20 ～ 31 平坦 － － － １ 炉３ － 人為 土師器 ５世紀中葉

８ Ｃ４a5 方形 Ｎ－ 70°－Ｗ 3.48 × 3.24 38 ～ 45 平坦 － － － １ 炉１ １ 人為 土師器，紡錘車 ５世紀中葉

９ Ｅ５c9 （方形） Ｎ－ 23°－Ｗ 7.50 × 7.22 46 ～ 54 平坦 一部 ４ １ － 炉３ － 人為 土師器，双孔円板 ５世紀中葉

10 Ｅ５d5 長方形 Ｎ－５°－Ｗ 5.65 × 5.08 36 ～ 52 平坦 － ２ １ － 炉２ － 人為 土師器，双孔円板，鎌 ５世紀中葉

11 Ｄ５i4 方形 Ｎ－ 81°－Ｅ 4.45 × 4.15 14 ～ 17 平坦 半分 － － － 炉１ － 人為 土師器，紡錘車 ５世紀中葉

12 Ｄ４g6 長方形 Ｎ－ 68°－Ｅ 3.15 × 2.67 17 ～ 22 平坦 － － － － 炉１ － 人為 土師器 ５世紀中葉

13 Ｃ４b2 長方形 Ｎ－ 58°－Ｅ 6.21 × 4.57 21 ～ 34 平坦 全周 － － － 炉１ １ 人為 土師器，紡錘車 ５世紀中葉

14 Ｃ３f8 方形 Ｎ－ 73°－Ｅ 4.03 × 3.71 6 ～ 10 平坦 － － － － 炉１ － 人為 土師器 ５世紀中葉

15 Ｃ３i8 長方形 Ｎ－ 14°－Ｗ 6.88 × 5.63 18 ～ 25 平坦 全周 ４ － － 炉４ １ 人為 土師器，砥石，臼玉 ５世紀中葉
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第 51図　第１号土坑出土遺物実測図（１）
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第 52図　第１号土坑出土遺物実測図（２）
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土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック少量，炭化粒子微量 ２　褐 色　ロームブロック少量

　第５号土坑（第 53 図）

位置　調査区西部のＣ３i0 区，標高 20 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状　確認された長径は 0.75 ｍ，短径 0.73 ｍである。東部が調査区域外のため楕円形と推定される。

長径方向はＮ－ 79 －゚Ｗである。深さは 26cm で，底面は皿状であり，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　２層に分層できる。ロームブロックが含まれていることから埋め戻されている。

遺物出土状況　土師器片４点（坏２，椀１，甕類１）が出土している。142 ～ 144 は中央部の覆土中層からま

とまって出土している。

所見　時期は，出土土器から５世紀中葉に比定できる。土器の出土状況から廃棄土坑と考えられる。

第１号土坑出土遺物観察表（第 51・52 図）

第 53図　第５号土坑・出土遺物実測図

第５号土坑出土遺物観察表（第 53 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

139 土師器 甕 ［16.8］ 29.2 7.6 長石・石英・
雲母・細礫 にぶい赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ヘ

ラナデ　内面ヘラナデ　輪積痕 覆土下層 40％

140 土師器 甕 － （24.0） 7.2 長石・石英・
赤色粒子 明赤褐 普通 体部外面ヘラ削り後ヘラナデ　内面摩滅調整不

明　輪積痕 覆土下層 40％

141 須恵器 甕 26.2 （46.9） － 長石 灰 良好
口縁部外面横ナデ　内面ヘラナデ　口縁部下に
稜　体部外面平行叩き　内面の当て具痕をナデ
により磨り消し

覆土下層～
底面 60％ PL14

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

142 土師器 坏 14.4 7.0 4.2 長石・石英 にぶい赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナ
デ　内面ヘラ磨き 覆土中層 95％　PL11

143 土師器 坏 14.4 8.1 4.2 長石・石英・
雲母 明赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後縦

横のヘラ磨き　内面ヘラ磨き 覆土中層 85％　PL11

144 土師器 椀 14.8 8.0 － 長石・石英・
雲母 にぶい橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナ

デ　内面ヘラナデ 覆土中層 80％　PL11
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２　その他の遺構と遺物

　　今回の調査では，時期を明らかにすることができなかった土坑３基，溝跡１条を確認した。以下，遺構及

　び遺物について記述する。

　（1）　土坑（第 54 図）

　　　土坑については，実測図と一覧表で示し，併せて土層解説を記載する。

表３　古墳時代　土坑一覧表

第 54図　第２・３・４号土坑実測図

第２号土坑土層解説
１　褐 色　ロームブロック少量
２　暗 褐 色　ローム粒子少量

第３号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック・炭化粒子微量
２　褐 色　ロームブロック微量

第４号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック・焼土粒子微量
２　暗 褐 色　ロームブロック・炭化粒子微量
３　暗 褐 色　ローム粒子少量，炭化物微量
４　褐 色　ロームブロック・炭化粒子微量

番号 位 置 長径方向 平 面 形
規　　　　模

底　面 壁　面 覆　土 主 な 出 土 遺 物
備　考

重複関係（古→新）長径×短径（ｍ） 深さ（㎝）

１ Ｃ４f5 － 円形 1.79 × 1.65 53 平坦 外傾 人為 土師器，須恵器

５ Ｃ３i0 Ｎ－ 79°－Ｗ ［楕円形］ （0.75）× 0.73 26 皿状 外傾 人為 土師器
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１ ２
３
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２
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　（2）　溝跡

　　　今回の調査で，時期・性格ともに不明の溝跡１条を確認した。平面図については遺構全体図で掲載する。

　第１号溝跡（第 55 図・付図）

土層解説
１　褐 色　ローム粒子微量
２　暗 褐 色　ロームブロック・炭化粒子微量

３　にぶい褐色　ロームブロック微量
４　褐 色　ローム粒子少量

遺物出土状況　土師器片 28 点（甕類）が出土しているが，細片のため図示することができない。

所見　時期判断できる遺物が出土していないため，時期は不明である。台地上から低地へ向かって延びてい

ることから排水溝の可能性がある。

第 55図　第１号溝跡実測図

位置　調査区南部のＥ４g5 ～Ｅ５f9 区，標高 20 ｍほどの南緩斜面部に位置している。

規模と形状　南部のＥ４g5 区から北東方向（Ｎ－ 20°－Ｅ）に 2.1 ｍほど延び，東方向（Ｎ－ 76°－Ｅ）へ屈

曲した後，緩やかに彎曲しながら 62.2 ｍ延び，東側の調査区域外へ緩やかに下っている。両端が調査区域外

に延びているため，長さは 64.3 ｍしか確認できなかった。上幅 0.62 ～ 1.3 ｍ，下幅 0.14 ～ 0.48 ｍ，深さ 0.12

～ 0.46 ｍである。断面は浅いＶ字状で，壁は外傾して立ち上がっている。底面の標高は，南端部が 19.077 ｍ，

中央部東側が 19.875 ｍ，東端部が 19.760 ｍで，中央部東側部から両端部に向かって緩やかに傾斜している。

覆土　４層に分層できる。ロームブロックが含まれていることから，埋め戻されている。

表４　その他の土坑一覧表

　　今回の調査で出土した遺構に伴わない遺物について，実測図と観察表を掲載する。

　（3）　遺構外出土遺物（第 56・57 図）

第 56図　遺構外出土遺物実測図（１）

番号 位 置 長径方向 平 面 形
規　　　　模

底　面 壁　面 覆　土 主 な 出 土 遺 物
備　考

重複関係（古→新）長径×短径（ｍ） 深さ（㎝）

２ Ｃ５i4 Ｎ－ 70°－Ｗ 隅丸長方形 1.96 × 1.23 50 平坦 外傾 人為 土師器

３ Ｄ５e4 Ｎ－ 11°－Ｗ 不整楕円形 1.58 × 1.32 24 平坦 外傾 人為 土師器

４ Ｄ５i6 － 円形 2.17 × 2.15 60 平坦 外傾 人為 土師器
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第 57図　遺構外出土遺物実測図（２）

遺構外出土遺物観察表（第 56・57 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

145 須恵器 坏 ［10.6］（3.7） － 長石・石英 灰黄褐 良好 ロクロ整形　口縁部・体部ロクロナデ 表土 20％

番号 種　別 器種 胎　　土 色　　調 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP １ 縄文土器 深鉢 長石・石英・雲母・
白色粒子 にぶい橙 単節縄文 RL を地文　棒状工具による沈線　沈線間を磨り消し 表土

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ 43 剥片 5.5 3.6 1.5 24.3 安山岩 縦長剥片　上端部に調整を伴う不規則な剥離　主要剥離面の剥
離方向に対し同一方向・横方向からの剥離 Ｃ４j3 区 PL15

Ｑ 44 剥片 3.7 （3.9） 1.4 （11.4） 頁岩 横長剥片　調整を伴う不規則な剥離後打面転移 Ｄ５g3 区 PL15

Ｑ 45 鏃 2.4 1.0 0.5 0.78 チャート 有茎鏃　両面剥離調整　押圧剥離 Ｄ４f8 区 PL15

Ｑ 46 鏃 2.7 1.3 0.4 1.18 チャート 有茎鏃　両面剥離調整　押圧剥離　茎部欠損 Ｅ５c9 区 PL15

Ｑ 47 鏃 3.1 1.8 0.4 1.5 チャート 凹基無茎鏃　両面剥離調整により三稜を有す　押圧剥離　 Ｃ４c2 区 PL15

Ｑ 48 鏃 （1.9） 1.4 0.4 （0.47） チャート 凹基無茎鏃　両面剥離調整により三稜を有す　押圧剥離　先端
部欠損 Ｊ４e7 区 PL15
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　　　第４節　ま と め

　今回の調査で，古墳時代の竪穴住居跡 15 軒，土坑２基の他に，時期が特定できない土坑３基，溝跡１条

を確認した。

　ここでは遺物や遺構にみられる特徴について概観するとともに，西谷田川や高岡川流域の同時期の遺跡と

の比較をし，若干の考察を加えてまとめとしたい。

１　はじめに

２　当遺跡の出土土器について

　当遺跡では，竪穴住居跡 15 軒が確認され，多くの土器が出土している。遺構の時期判定については，県

南地域における土器編年研究１）を参考とし，これまでに報告書等に掲載されている事例や資料を加味しな

がら検討を行った。いずれの遺構も５世紀中葉（古墳時代中期）と判断した。

　以下，出土遺物と遺構について述べる。

   （1） 土師器について

　今回，報告書に掲載した土器総数は 145 点である。内，須恵器はわずかに５点で，それ以外の 140 点

が土師器（ミニチュア土器，手捏土器を含む）である。主な器種としては坏・ 椀・坩・高坏・甕・甑で，

なかでも坏の出土数が 60 点（42.9％）と多い。次いで多い器種は甕の 43 点（30.7％）で，この二つの器

種で全体の７割以上を占めている。これらの土器の中で，出土量も多く形態変化について見極めやすい坏

をとりあげ，当遺跡の特徴について述べていくこととする。

　古墳時代中期の坏は，樫村宜行氏の編年によるとⅡ期で出現する 2）と言われている。後続するⅢ期に

なると坏の量が増加し，様々な器形がみられるようになる。当遺跡でも様々な形態の坏が出土している。

便宜上，口縁部が「く」の字状に屈曲し外傾するものをＡ類（その中で強く外傾するもの＝ＡⅠ類，わず

かに外傾するもの＝ＡⅡ類とする），体部が上位で内彎し口縁部が外反するするものをＢ類，体部から口

縁部にかけて直立，もしくは内彎しながら立ち上がるものをＣ類，口縁部と体部の境で内面に屈曲するも

のをＤ類とに分ける。また，この時期の坏の底部は大部分が平底（一部丸底のものもある）で，赤彩率が

高いことが特徴である。このような視点で第２・３号住居跡から出土した坏（第 58・59 図）を例に見て

いくと，ＡⅠ類からＤ類まで存在し種類が多い，平底の割合が多い，赤彩率が高いなどの特徴が見て取れ

る。

　まず，第２号住居跡では，18 は口縁部が「く」の字状に屈曲し内側に稜が認められることからＡⅠ類，

15・19・20 は，口縁部が「く」の字状にわずかに外傾していることからＡⅡ類にそれぞれ該当する。21

は体部の上位が内彎していることからＢ類に該当する。14・16・22 は口縁部まで内彎しながら立ち上が

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ 49 双孔円板 （2.6） （2.7） 0.3 （2.84） 滑石 丁寧な研磨調整　孔径 0.15㎝　一方向からの穿孔 表土

Ｑ 50 双孔円板ヵ （1.9） （2.5） 0.3 （2.3） 滑石 丁寧な研磨調整　 表土

番号 種別 銭名 径 孔幅 重量 材質 初鋳年 特　　　　徴 出土位置 備考

Ｍ５ 銭貨 寛永通寳 2.4 0.6 2.48 銅 1668 年 無背紋　寛文 8 年　新寛永 Ｃ５a1 区 PL16
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第 58図　第２号住居跡出土坏

第 59図　第３号住居跡出土坏

ＡⅠ類 C類 D類

ＡⅡ類

B類

39 37 43

3648

45 38 42

4440

35 34

41

46

ＡⅠ類 Ｂ類 D類

ＡⅡ類 Ｃ類

18
21 12

1320

19 14
17

1615

22

0 10cm

0 10cm

－ 72 －



　当遺跡では，搬入品と考えられる須恵器５点（坏２，𤭯２，甕１＝第 60 図）が出土している。６の坏身は，

口縁部の立ち上がりがやや高く，端部まで内傾して立ち上がり，端部はやや尖っている。底部の調整は回転

ヘラ削りであり，その後手持ちヘラ削りで仕上げている。焼成は良好でる。145 の坏身は，口縁部の立ち上

がりがやや低いが端部まで内傾して立ち上がり，６とは違って端部は平坦である。底部調整は，６と同様に

（2）須恵器について

第 60図　古館明神脇遺跡出土須恵器

回転ヘラ削り後に手持ちのヘラ削りで仕上げ調整して

いる。焼成は良好である。これらの特徴を有する須恵

器は，陶邑須恵器編年 3）によると TK216 型式併行と

考えられる。32 の𤭯は，口縁部や底部，円孔を欠損

している。頸部に２本の稜を持ち，稜の間に波状文が

施紋されている。体部の最大径を挟んで上下に２条の

沈線を巡らし，沈線間に波状文を充填している。体部

下位は多方向の平行叩きで仕上げている。同じ住居跡

から出土している 33 の𤭯は，32 と同様に口縁部や底

部，円孔を欠損している。頸部に１条の稜を持ち，そ

の下に波状文が施紋されている。体部最大径に２条の

沈線を巡らし，沈線の上に波状文を施文している。体

部下位は回転ナデ調整である。これらの特徴を有する

須恵器は，陶邑須恵器編年によると，32 は TK208 型

式併行，33 は同じく TK216 型式併行と考えられる。

141 の甕は，頸部から口縁部にかけて，外・内面とも

にナデによる仕上げをし，口縁部下に稜を持っている。

体部外面は縦位の平行叩きである。体部内面は，同心

っていることからＣ類に該当する。12・13・17 は，口縁部と体部の境でわずかに屈曲していることからＤ

類に該当する。第３号住居跡では，39 がＡⅠ類，48 がＡⅡ類，35・40・45 がＢ類，34・37・38・44・46 が

Ｃ類，36・41・42・43 がＤ類にそれぞれ該当する。

　他の住居跡から出土している坏もＡⅠ類～Ｄ類のいずれかに該当し，この時期の坏の特徴を示している。

また，赤彩された坏は 60 点中 46 点（76.6％）にのぼり，高い割合で赤彩されている。平底は 60 点中 41 点（68.3

％）で割合が高い傾向にあり，一部丸底も存在している。これらのことからも，当遺跡から出土している坏

が５世紀中葉の特徴を示していることが分かる。
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土している。このような形の鉄鏃は出土例が少なく，県内では三昧塚

古墳７）（鏃身が三角形タイプ＝１と長三角形タイプ＝２）と実穀古墳

群の第４号墳８）（三角形タイプ）で出土している 9）。本跡は，北壁側

に貯蔵穴を持ち，東西壁にそれぞれ間仕切り溝が確認されている。ま

た，主柱穴が 6 か所あり，当遺跡の中でも特異な構造を持っている。

下河原崎谷中台遺跡でも本跡と同様の住居跡が確認されており，搬入

品の須恵器（坏＝ TK216 型式）が出土していることから有力者の存

在が指摘されている 10）。

（2） 遺跡の性格について

３　集落の様相

  （1）  遺構を中心に

　今回の調査で確認した住居跡は 15 軒で，Ｄ５a1 を中心とした広場を取り囲むようにして楕円形状に配

置されている（第 62 図）。これらの住居跡は，第３・12 号住居跡，第４・11 号住居跡，第８・13 号住居跡，

第 14・15 号住居跡のように，比較的大形の住居跡と小形の住居跡が組になっていることが分かる。この

ような例は根崎遺跡 4）や島名ツバタ遺跡 5）などでも報告され，建物の機能の違いを指摘している。また，

下河原崎谷中台遺跡６）でも単位集団のまとまりの中で建物の機能の違いが指摘されている。当遺跡では，

大形の住居跡から小形の住居跡までの距離が概ね９～ 12m であり，小形の住居跡は柱穴をもたないとい

う特徴がある。第１・５・９号住居跡なども組になる建物があると想定されるが，調査区域外に存在する

と考えられる。

　当遺跡では，組になっている住居跡の中で，主体となる住居跡からの遺物の出土が多いという傾向を示

している。中でも，第２・３号住居跡は復元できる土器の数が他を圧倒している。第２号住居跡からは，

炭化材や焼土塊に混じって土器が出土しており，意図的に焼却された住居と判断した。本跡からは坏や

甕などの日常雑器だけでなく搬入品と考えられる須恵器の𤭯２点が出土している。その内 33 は床面から

出土しており，体部や底部に二次焼成が認められ，住居廃絶に伴う意図的な焼却の段階で遺棄，または投

棄されたと考える。32 は北西コーナー部の覆土中層からの出土で，廃絶後の窪地に投棄されたと考える。

同じ西谷田川沿いの島名ツバタ遺跡では須恵器の坏や𤭯が，下河原崎谷中台遺跡では坏や把手付椀が出土

している。いずれも搬入品であることから，他地域との交流や有力者の存在が想定されている。当遺跡で

も同様で，搬入品の須恵器を手に入れるだけの有力者がいたと考えられる。

　第 3 号住居跡も意図的に焼却された住居である。本跡からは独立片逆刺鉄鏃（第 61 図）が床面から出

第 61図　独立片逆刺鉄鏃実測図

　当遺跡と同じ時期の集落が確認されている遺跡は，西谷田川や高岡

川沿いに島名ツバタ遺跡，下河原崎谷中台遺跡，元宮本前山遺跡，真

瀬三度山遺跡，上萱丸古屋敷遺跡，谷田部漆遺跡，根崎遺跡，西栗山

遺跡などが点在している。これらの遺跡と当遺跡に共通することは，

「須恵器や鉄鏃などの特別な遺物の出土」「石製模造品の出土」「焼失

住居の検出」などがあげられる。

円状の当て具痕を磨り消している。口縁部下の稜がシャープで，体部内面の当て具痕を磨り消しているな

どの特徴から，陶邑須恵器編年において TK216 ～ TK208 型式と併行であると考えたい。

0 5cm

三昧塚古墳

当遺跡

１

２

３
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第 62図　遺構分布図

　当遺跡における須恵器や独立片逆刺鉄鏃は，威信財としての意味合いが強いと思われ，それらを持つ有力者

の存在を想起させる。威信財となるものは，容易に入手することができないものが多く，地位や権威を示し，

所有者と非所有者との差別化を図るものであろう。当遺跡の有力者はそれらを手に入れるだけの力を持ち，そ

の力を背景に集落支配を行っていたことが推測できる。また，石製模造品の出土は，祭祀的な行為が想定され，

第２～４・６・９・10・15 号住居跡で臼玉や双孔円板を用いた祭祀が行われたと考えられる。中でも，第３

号住居跡からは臼玉 10 点，双孔円板７点（未製品２点を含む），第４号住居跡からは臼玉６点がそれぞれ集中

して出土している。さらに，焼失住居の検出は，住居の廃絶に伴い意図的に焼却した可能性が想定され，第１

～３・６・13・15 号住居跡がそれに当たると考えられる。可能性のある第７号住居跡を含めると７軒になる。

中でも第１～３号住居跡から出土した遺物は二次焼成を受けているものが多い。当遺跡では，特別な遺物や石

製模造品が出土したり，意図的に焼却されたりしている住居跡は，組になっている住居跡の中で主体を成すも

のか組になる住居跡が想定されるものに多い傾向がある。

　祭祀的な行為や意図的な焼却行為は，当遺跡だけでなく西谷田川沿いの遺跡でも行われていたことが明らか

になっている。これは，この地に共通の精神文化が浸透していたことを裏付けるだけでなく，ある一定の形式

に則って行われていたことをうかがわせている。これらのことを巨視的にとらえるとするならば，当時の支配
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１）ａ樫村宜行「和泉土器編年考－茨城県を中心として－」『研究ノート』５号　茨城県教育財団　1995 年３月
　　ｂ樫村宜行他「茨城県における５世紀の動向」『東国土器研究』５号　1999 年５月
２）註１に同じ
３）ａ田辺昭三『須恵器大成』角川書店　1981 年７月
　　ｂ『年代のものさし－陶邑の須恵器－』大阪府立近つ飛鳥博物館図録 40　大阪府立近つ飛鳥博物館　2006 年１月
４）寺内久永「西栗山遺跡２　根崎遺跡２　萱丸一体型特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書Ⅲ」『茨城県教育財団
　　文化財調査報告』第 349 集　2011 年３月
５）皆川修「島名ツバタ遺跡　上河原崎・中西特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書１」『茨城県教育財団文化財調査報告』
　　第 203 集　2003 年３月　
６）ａ高野裕璽「元宮本前山遺跡　上河原崎・中西特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書２」『茨城県教育財団文化
　　　財調査報告』 第 265 集　2006 年３月
　　ｂ齋藤真弥「下河原崎谷中台遺跡　下河原崎高山古墳群　上河原崎・中西特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書４」『茨
　　　城県教育財団文化財調査報告』第 292 集　2008 年３月　
７）斉藤忠・大塚初重・川上博義「三昧塚古墳　茨城県行方郡玉造町所在」 　茨城県教育委員会　1960 年９月
８） 浅野和久「荒川本郷地区特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書Ⅰ　実穀古墳群・実穀寺子遺跡１」『茨城県教育財団文

化財調査報告』第 144 集　1999 年３月
９）当遺跡の鉄鏃については，稲田健一氏に実見していただき御教示いただいた。御教示に感謝したい。
10）註６ｂに同じ
11）註４に同じ
12）註４に同じ

　これまで，調査で明らかになったことをもとに当遺跡について述べてきた。土器の様相や住居跡が組にな

っていること，祭祀的行為や意図的な焼却行為などについて指摘してきた。威信財と思われる遺物が出土し

た背景についても私見を述べてきた。しかし，限られたことを述べたに過ぎず，当遺跡がどのような目的で

開かれた集落なのか，時期は一時期なのかなどについて具体的に踏み込むことはできなかった。

　当遺跡と同じ台地に所在する西栗山遺跡は７世紀代まで集落が継続し，根崎遺跡は平安時代まで継続して

いる。当遺跡と同時期の西谷田川沿いの各遺跡も同様で，断続的ながらも継続していることが明らかになっ

ている。

　遺跡の立地から見れば，今回の調査区の北西側に遺跡が広がっていると考えられ，前後する時代の集落の

存在が想定できるが推測の域を脱しない。今後，当地域における資料が増加することを待ち，当遺跡の様相

についてさらに明らかにされることを願って結びとしたい。

註

４　結び

体制や社会情勢，精神文化がこの地に於いて共有されていたととらえることができる。しかし，微視的に

見ると各遺跡の立地条件や有力者層の出自背景による違いもあるであろう。

　当遺跡の時代は，畿内において抜きん出た力を持つものが表れ，揺るぎない権力を確立した時代である。

このような畿内の動きは地方にも伝播し，為政者に対する政治的な情報や生活に関する情報を含めた様々

な情報が広まったと考えられる。そして，情報の伝播の過程で地域の統合が促されたと考える。当遺跡に

おいて，搬入品の須恵器が出土したことや関東以西で出土例が多い独立片逆刺鉄鏃が出土したこともこの

一連の流れの中で説明できよう。また，当遺跡と同じ台地に所在する西栗山遺跡 11）で韓式系土器の模倣

土器が出土し，根崎遺跡 12）で鈴鏡形土製模造品が出土していることも情報の直接的・間接的影響と考え

られる。
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所収遺跡名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項
古館明神脇遺跡 集落跡 古 墳 竪穴住居跡　　  15 軒

土 坑　　　　   ２ 基
土師器（坏・椀・坩・高坏・
壺・甕・甑・ミニチュア土器・
手捏土器），須恵器（坏・𤭯・
甕），土製品（土玉），石器（鏃・
紡錘車・砥石），石製模造品

（臼玉・双孔円板），鉄製品（刀
子・鏃・鎌）

第３号住居跡
からは，県内
でも類例の少
ない独立片逆
刺鉄鏃が出土
している。

その他 時期不明 土坑　　　　　　3 基
溝跡　　　　　　1 条

縄文土器，土師器（坏・甕），
須恵器（坏），石器（剥片・鏃），
銭貨（寛永通寳）

要 約 　古墳時代中期の集落であることが分かった。住居は広場を中心に楕円形に配置され，大形
の住居と小形の住居が組み合わさって構成されている。使う目的によって建物を分けていた
可能性がある。また，搬入品の須恵器や類例の少ない鉄鏃が出土し，有力者の存在が推測さ
れる。



茨城県教育財団文化財調査報告第369集

古 館 明 神 脇 遺 跡
萱 丸 一 体 型 特 定 土 地 区 画 整 理
事業地内埋蔵文化財調査報告書Ⅳ

平成25（2013）年　3月12日　印刷
平成25（2013）年　3月15日　発行

発行　公益財団法人茨城県教育財団
　　　〒310－0911　水戸市見和１丁目356番地の２
　　　　　　　　　　茨城県水戸生涯学習センター分館内
　　　TEL　029－225－6587
　　　H P　 http：//www.ibaraki-maibun.org

印刷　八幡印刷株式会社
　　　〒311－4152　水戸市河和田１丁目1704番12号
　　　TEL　0120－23－1473

仕　　　様

編　　集　　ＯＳ 　　  Microsoft Windows ７

　　　　　　　　　　　Home Premium　Service Pack１

　　　　　　レイアウト　Adobe InDesign CS5

　　　　　　図版作成　Adobe Illustrator CS5

　　　　　　写真調整　Adobe Photoshop CS5

　　　　　　Scanning　6×７film　Nikon SUPER COOLSCAN9000ED

組　　版　　OpenType13級リュウミンPro・Ｌ 基本

　　　　　　Adobe InDesign CS5
印　　刷　　オフセット印刷

写真製版　　スクリーン線数　モノクロ175線　カラー210線

・印刷所へは，Adobe InDesign CS5でレイアウトしたものを入稿



０ 20ｍ

D4a1

D5a1

C4a1

E6a1

E5a1

付図　古館明神脇遺跡遺構全体図（『茨城県教育財団文化財調査報告』第369集）

テストピット

SI 1

SI 5

SI 2

SI 3

SI 12
SI 7

SI 4

SI 11

SI 9

SI 6

SI 10

SI 8

SI 13

SI 14

SI 15

SK5

SK1

SK2

SK3

SK4

SD 1

20.0m

20.0m

19.5m

19.5m

20
.0

m

19
.5

m
19

.5
m

19
.5

m

20.0m

20.0m

20.0m

A

A′ B
B
′

C

C′

D

D′

A

A′

Y＝
+2

1，
56

0ｍ

X＝+1，360ｍ

Y＝
+2

1，
64

0ｍ

X＝+1，280ｍ


	序
	例言
	凡例
	目次
	古館明神脇遺跡の概要
	第１章　調査経緯
	第１節　調査に至る経緯
	第２節　調査経過
	第２章　位置と環境
	第１節　地理的環境
	第２節　歴史的環境
	第３章　調査の成果
	第１節　調査の概要
	第２節　基本層序
	第３節　遺構と遺物
	１　古墳時代の遺構と遺物
	（1）竪穴住居跡
	（2）土坑
	２　その他の遺構と遺物
	（1）土坑
	（2）溝跡
	（3）遺構外出土遺物
	第４節　まとめ
	写真図版
	抄録
	付図



